
Cisco IP Communicator 電話ガイド 
Release 2.0

電話ガイド

Text Part Number: OL-7599-01-J





Cisco IP Communicator 電話ガイド Release 2.0 iii

Cisco IP Communicator スタートアップ ガイド 1

Cisco IP Communicator の紹介 2

ハードウェアおよびプラットフォーム要件 3

USB オーディオ デバイス用のホットフィックスのインストール 4

クイック スタート チェックリスト 5

オーディオ デバイスの取り付け 6

Cisco IP Communicator のインストールと起動 8

Cisco IP Communicator のコンピュータへのインストール 8

Cisco IP Communicator の起動 9

オーディオ調整ウィザードの使用方法 10

設定作業と登録作業 12

Cisco IP Communicator のテスト 14

Cisco IP Communicator の概要 15

Cisco IP Communicator の機能 15

Cisco IP Communicator インターフェイスの使用方法 16

電話スクリーンの機能 21

コール処理とナビゲーションのヒント 22

キーボード ショートカットの使用方法 22

メニューの使用方法 23

ウィンドウ制御ボタンの使用方法 25

着信通知の使用方法 26

回線とコールの違いについて 27

コールおよび回線のアイコンについて 27

オンフックとオフフック 28

コールの選択 28

コールの表示と切り替え 29



iv OL-7599-01-J

電話スクリーンの項目の選択 30

機能メニューの使用方法 30

テキストの入力と編集 31

オンライン ヘルプへのアクセス 32

機能の操作性とアベイラビリティについて 32

Cisco IP Communicator を使用したコール処理 33

基本的なコール処理 33

コールの発信 34

コールへの応答 39

コールの終了 41

保留と復帰の使用方法 42

ミュートの使用方法 42

接続コールの転送 43

コール間の切り替え 44

別の番号へのコール転送 45

高度なコール処理 46

パークされているコールの保存と取得 46

呼出音が鳴っているコールの Cisco IP Communicator へのリダイレ
クト 47

会議コールの使用方法 48

サポートされる会議コールのタイプ 48

標準の会議の開催と参加 49

Meet-Me 会議コールの開催または参加 51

共有回線について 52

共有回線のコールへの参加 52

Cisco IP Communicator の設定のカスタマイズ 53

設定の概要 53



Contents

Cisco IP Communicator 電話ガイド Release 2.0 v

コールの音量調節 54

呼出音およびメッセージ インジケータのカスタマイズ 55

電話スクリーンのカスタマイズ 56

短縮ダイヤル ボタンの設定 57

設定の表示とカスタマイズ 59

ユーザ設定 59

ネットワーク設定 61

オーディオ設定 63

オーディオ モードについて 65

ネットワーク オーディオ設定 68

詳細オーディオ設定 69

ディレクトリ設定 72

ヘッドセットおよび他のオーディオ デバイスの使用方法 73

ヘッドセットの使用方法 74

スピーカフォンとしてのコンピュータの使用方法 77

USB 受話器の使用方法 78

オーディオ デバイスの取り外しと再取り付け 79

オーディオ デバイスの取得 80

ボイス メッセージ、履歴、およびディレクトリの使用方法 81

ボイス メッセージへのアクセス 82

履歴およびディレクトリの使用方法 83

クイック検索機能の使用方法 85

クイック検索用のパスワード情報の入力 85

ユーザ オプション Web ページへのアクセス 87

ユーザ オプション Web ページへのログイン 88

電話サービスへの登録 89



vi OL-7599-01-J

Cisco IP Communicator のトラブルシューティング 90

一般的な問題のトラブルシューティング 90

音質の問題 94

索引



Cisco IP Communicator 電話ガイド Release 2.0 1

Cisco IP Communicator 
スタートアップ ガイド

次の項では、新しい Cisco IP Communicator の使用を開始する際に必要となる基本的な情報について説
明します。

• Cisco IP Communicator の紹介（P. 2）

• ハードウェアおよびプラットフォーム要件（P. 3）

• クイック スタート チェックリスト（P. 5）

• オーディオ デバイスの取り付け（P. 6）

• Cisco IP Communicator のインストールと起動（P. 8）

• オーディオ調整ウィザードの使用方法（P. 10）

• 設定作業と登録作業（P. 12）

• Cisco IP Communicator のテスト（P. 14）
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Cisco IP Communicator の紹介
Cisco IP Communicator は、お使いのコンピュータで Cisco IP Phone の機能をすべて使用できるデスク
トップ アプリケーションです。Cisco IP Communicator から、コールの発信、受信、およびその他のコー
ル処理を行うことができます。ラップトップまたはポータブル コンピュータに Cisco IP Communicator
をインストールすると、社内ネットワークに接続できる場所ならどこからでも Cisco IP Communicator
（およびすべての電話サービスと設定）を使用できます。たとえば、Cisco IP Communicator を使用して、
出張中にオンラインでコールを受信したり、ボイス メッセージを確認できます。また、自宅で仕事を
しているときに、会社の自席宛の電話を自宅で受けることができます。

Cisco IP Communicator のインストールおよび使用を開始するには、P. 5 の「クイック スタート チェッ
クリスト」を参照してください。

Cisco IP Communicator 機能の概要については、P. 15 の「Cisco IP Communicator の機能」を参照してく
ださい。
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ハードウェアおよびプラットフォーム要件

Cisco IP Communicator を使用するには、サウンド カードと USB オーディオ デバイスの両方または一方
を備えたコンピュータが必要です。次の表に、Cisco IP Communicator を実行するコンピュータおよびオ
ペレーティング システムの最小要件と推奨要件を示します。より高速な CPU および追加の RAM を装
備すると、Cisco IP Communicator の応答や起動が速くなります（推奨構成）。

上記の表以外に、Cisco IP Communicator に必要な要件は次のとおりです。

• 最小 100 MB の空きディスク領域

• 非 ISA 全二重サウンド カードあるいは USB オーディオ ヘッドセットまたは受話器

• 10/100 メガビット イーサネット ネットワーク インターフェイス カード

表 1 Cisco IP Communicator のみの場合

要件 オペレーティング システム 最小 CPU 最小 RAM 画面解像度

最小構成 • Windows 2000 Professional Service 
Pack 3.0 以降

• Windows XP Professional Service 
Pack 1.0 以降

450 MHz Pentium III
または同等品

128 MB
（Win2K）

192 MB
（WinXP）

800 x 600

推奨構成 • Windows 2000 Professional Service 
Pack 3.0 以降

• Windows XP Professional Service 
Pack 1.0 以降

733 MHz Pentium III
または同等品

256 MB 1,024 x 768

表 2 Cisco IP Communicator を Cisco Unified Video Advantage と相互運用する場合

要件 オペレーティング システム 最小 CPU 最小 RAM 画面解像度

最小構成 • Windows 2000 Professional Service 
Pack 4.0 以降

• Windows XP Professional Service 
Pack 1.0 以降

2.5 GHz Pentium IV
または同等品

256 MB 800 x 600

推奨構成 • Windows 2000 Professional Service 
Pack 4.0 以降

• Windows XP Professional Service 
Pack 1.0 以降

2.8 GHz Pentium IV
または同等品

512 MB 1,024 x 768
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Cisco IP Communicator のインストールおよび使用を開始するには、P. 5 の「クイック スタート チェッ
クリスト」を参照してください。

USB オーディオ デバイス用のホットフィックスのインストール

注意 Cisco IP Communicator を USB オーディオ デバイスと併用する場合は、システム クラッ
シュを避けるため、指定された Microsoft ホットフィックスのインストールが必要になる
ことがあります。

Cisco IP Communicator を次の両方のアイテムと併用する場合は、Microsoft Windows ホットフィッ
クスをインストールする必要があります。

• Windows 2000 Service Pack 3 以降のリリース

• USB オーディオ デバイス

ホットフィックスを入手するには、次の Web サイトから cipc-Admin-ffr.2-0-1.zip というファイル
にアクセスします。

http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/ip-comm

W2KUSBHotfix.zip ファイルを解凍します。

たとえば、英語版の Cisco IP Communicator をインストールする場合は、
Windows2000-KB832339-x86-ENU.EXE ファイルを実行します。

英語版以外の Cisco IP Communicator をインストールする場合は、インストールする Cisco IP
Communicator のバージョンに対応したリリース ノートを参照してください。

http://www.cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/ip-comm
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クイック スタート チェックリスト
Cisco IP Communicator をデスクトップにセットアップしてコールの発信を開始できるようにするには、
次のチェックリストに従ってください。このチェックリストには、このユーザ ガイドで詳細情報を参
照できる項も記載しています。

作業 詳細情報の参照先

1. 使用するサウンド カードおよび USB オーディ
オ デバイス（USB ヘッドセットまたは USB 受話
器）をすべて取り付けます。

オーディオ デバイスの取り付け（P. 6）

2. Cisco IP Communicator アプリケーションをイン
ストールします。

Cisco IP Communicator のコンピュータへのインス
トール（P. 8）

3. Cisco IP Communicator を起動します。 Cisco IP Communicator の起動（P. 9）

4.［オーディオ調整ウィザード］を使用して、オー
ディオ モードを選択し、オーディオ デバイスを調
整します。

• オーディオ調整ウィザードの使用方法（P. 10）

• オーディオ モードについて（P. 65）

5. システム管理者によって指示されたネットワー
ク設定手順または登録手順を実行します。

設定作業と登録作業（P. 12）

6. テスト コールを発信します。 Cisco IP Communicator のテスト（P. 14）
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オーディオ デバイスの取り付け
オーディオ デバイスはいつでも取り付けることができますが、Cisco IP Communicator をインストール
して起動する前に取り付けることをお勧めします。

使用できるオーディオ デバイス

Cisco IP Communicator では、いくつかのオーディオ デバイスを使用できます。次の表に概要を示しま
す。Cisco IP Communicator で使用できる特定ブランドのオーディオ デバイスのリストが必要な場合は、
システム管理者に問い合せてください。

オーディオ デバイス 説明 注記

USB デバイス

• USB 受話器

• USB ヘッドセット

USB デバイスには、デバイス
ドライバ ソフトウェアが必要
です。また、このデバイスに

は四角いプラグが付属してい

ます。

デバイスの製造元の指示に従って、USB デ
バイスを取り付けます。新しいハードウェ

アの検出ウィザードが表示されたら、その

指示に従います。

外付けアナログ デバイス

• アナログ ヘッドセッ
ト

• 外付けスピーカまた

は外付けマイクロ

フォン

アナログ オーディオ デバイス
に、ソフトウェアは必要あり

ません。このデバイスは、コ

ンピュータのサウンド カード
の延長として機能します。

アナログ デバイスのプラグをコンピュー
タのオーディオ ジャックに差し込みます。

Cisco IP Communicator は、アナログ デバイ
スをサウンド カードの延長として認識し
ます。アナログ デバイスの設定を修正また
は表示する場合は、サウンド カードを選択
します。 

内蔵オーディオ デバイス

• 内蔵マイクロフォン

• 内蔵スピーカ

これらのオーディオ デバイス
はコンピュータに内蔵されて

おり、コンピュータのサウン

ド カードと連携して動作しま
す。

内蔵オーディオ デバイスは、外付けオー
ディオ デバイスのプラグがコンピュータ
のオーディオ ジャックに差し込まれてい
ない場合にだけ動作します。外付けオー

ディオ デバイスのプラグがオーディオ
ジャックに差し込まれている場合、音声は

外付けデバイスにルーティングされます。
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（注） Cisco IP Communicator の起動後に、ドライバを必要とするオーディオ デバイス（USB 受話器、
USB ヘッドセット、またはサウンド カード）を取り付けた場合、Cisco IP Communicator にそ
のデバイスを認識させるには、Cisco IP Communicator アプリケーションを閉じて再起動する必
要があります。

次の手順

オーディオ デバイスを取り付けたら、次に Cisco IP Communicator をインストールして起動します。
［オーディオ調整ウィザード］により、オーディオ デバイスを取り付けたことが認識され、オーディオ
デバイスを選択して調整できるようになります。P. 8 の「Cisco IP Communicator のインストールと起動」
を参照してください。

関連項目

• ヘッドセットの使用方法（P. 74）

• オーディオ デバイスの取り外しと再取り付け（P. 79）



8 OL-7599-01-J

Cisco IP Communicator のインストールと起動
この項では、次のトピックについて取り上げます。

• Cisco IP Communicator のコンピュータへのインストール（P. 8）

• Cisco IP Communicator の起動（P. 9）

Cisco IP Communicator のコンピュータへのインストール
実行可能ファイル、またはインストール リンクはシステム管理者から提供されます。次の手順を実行
して、Cisco IP Communicator ソフトウェアをコンピュータにインストールします。

（注） ラップトップ コンピュータを使用する場合は、インストール後に初めて Cisco IP Communicator
を起動するとき、ドッキング ステーションに接続していないことを確認してください。

手順

ステップ 1 CiscoIPCommunicatorSetup.exe またはシステム管理者から提供されたインストール リン
クをダブルクリックして、このファイルを開きます。

InstallShield ウィザードが開き、インストールの準備が開始します。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、［次へ］をクリックして InstallShield ウィザードを開始します。

ステップ 3 使用許諾契約をよく読み、「同意します」をクリックして、［次へ］をクリックします。

ステップ 4 ［ユーザ情報］ウィンドウでデータを入力し、［次へ］をクリックします。他のユーザがこ
のコンピュータで Cisco IP Communicator を使用すると思われる場合は、［はい］を選択し
ます。

ステップ 5 ［インストールの準備完了］ウィンドウで、［インストール］をクリックします。

インストールには、数分かかる場合があります。

ステップ 6 Cisco IP Communicator をすぐに起動する場合は、［プログラムの起動］チェックボックス
をクリックし、［終了］をクリックします（場合によっては、この時点で再起動を要求さ

れ、［プログラムの起動］チェックボックスが表示されない場合もあります）。
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次の手順

P. 9 の「Cisco IP Communicator の起動」を参照してください。

Cisco IP Communicator の起動

（注） ラップトップ コンピュータを使用する場合は、インストール後に初めて Cisco IP Communicator
を起動するとき、ドッキング ステーションに接続していないことを確認してください。

インストールの最後の手順で［プログラムの起動］チェックボックスをクリックした場合は、

Cisco IP Communicator が自動的に起動します。

手動で起動するには、［スタート］>［すべてのプログラム］> Cisco IP Communicator を選択するか、
または Cisco IP Communicator のデスクトップ ショートカットをダブルクリックします。

Cisco IP Communicator を初めて起動すると、［オーディオ調整ウィザード］が開きます。2 回目以降の
起動でも、［オーディオ調整ウィザード］を使用して以前の音量設定に戻すかどうかを確認するプロン

プトが表示される場合があります。P. 10 の「オーディオ調整ウィザードの使用方法」を参照してくだ
さい。

アップデートの受け入れ

さらに、起動時に［自動アップデート］によるソフトウェア インストールを受け入れるように要求さ
れることがあります。これを受け入れることも拒否することもできます。通常は、コンピュータ上の

製品を最新のバージョンにしておくため、できるだけ早く［自動アップデート］プロンプトを受け入

れる必要があります。ただし、リモート接続で Cisco IP Communicator を使用している場合は、ローカ
ルで接続するまで［自動アップデート］の実行を延期できます（たとえば、自宅で仕事をしている場

合は、オフィスに戻るまで待つことができます）。リモート接続で［自動アップデート］を完了するに

は、長い時間がかかる場合があります。

次の手順

Cisco IP Communicator をインストールして起動したら、次にオーディオ デバイスを選択して調整しま
す。P. 10 の「オーディオ調整ウィザードの使用方法」を参照してください。 
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オーディオ調整ウィザードの使用方法

［オーディオ調整ウィザード］では、取り付けたオーディオ デバイスを選択して調整する手順が表示さ
れます。

• 選択とは、オーディオ デバイスを 1 つ以上のオーディオ モードまたは呼出音（あるいはその両方）
に割り当てることを意味します。オーディオ モードの詳細については、P. 65 の「オーディオ モー
ドについて」を参照してください。

• 調整とは、選択した各デバイスのスピーカとマイクロフォンの音量をテストして、必要に応じて修

正することを意味します。

Cisco IP Communicator をインストール後初めて起動すると、［オーディオ調整ウィザード］が自動的に
表示されます。2 回目以降の起動の際は、必要に応じてメニューから手動でオーディオ調整ウィザード
にアクセスできます。次の表に、［オーディオ調整ウィザード］および他のオーディオ設定オプション

の詳細を示します。

状況 操作 注記

Cisco IP Communicator を
インストール後すぐに、

［オーディオ調整ウィ

ザード］を初めて使用す

る必要がある

［オーディオ調整ウィザード］が表示さ

れたら、各オーディオ デバイスを調整し
ます。

［オーディオ調整ウィザード］では、オー

ディオ モードに対してオーディオ デバ
イスを選択できます。このような選択の

詳細については、P. 65 の「オーディオ
モードについて」を参照してください。

デバイスの調整は、コールの音

量設定の変更とは異なる作業で

す。各デバイスを一度だけ調整

し、音質の問題が発生した場合

だけ再調整することをお勧めし

ます。
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（注） 独自のボリューム アジャスタを備えたオーディオ デバイス（インラインのボリューム コント
ロールを持つヘッドセットなど）の場合は、［オーディオ調整ウィザード］を使用して調整す

る前に、デバイス本体の音量レベルを最大値に設定してください。

インストール後 2 回目以
降の起動で、［オーディオ

設定の確認］ウィンドウ

が表示される

次のいずれかのボタンを選択します。

• ［復元］：そのオーディオ デバイスを
以前の設定に戻します。

• ［調整］：そのデバイスを再調整しま
す。

• ［キャンセル］：修正した設定を保持
します（たとえば、サウンド カード
をミュートのままにする場合）

オーディオ設定が適切に機能していた

場合は、［復元］を選択します。

デバイスを最後に調整した後に

音量を修正（またはミュート）

すると、次回の起動で［オーディ

オ設定の確認］ウィンドウが表

示されます。たとえば、コン

ピュータのサウンド カードを
ミュートにした場合や、USB 受
話器または USB ヘッドセット
のボリューム コントロールを
変更した場合です。

コールの音量を変更する Cisco IP Communicator インターフェイス
で をクリックします。設定

を保存するには、［保存］をクリックし

ます。

この方法は、コールごとに音量

設定を変更する場合に最適で

す。詳細については、P. 54 の
「コールの音量調節」を参照して

ください。

音質の問題に対処するた

め、オーディオ デバイス
を再調整する

［オーディオ調整ウィザード］に手動で

アクセスします。これを行うには、イン

ターフェイス最上部のメニュー ボタン
をクリックする、Cisco IP Communicator
上で右クリックする、または［スタート］

>［すべてのプログラム］> Cisco IP
Communicator >［オーディオ調整ウィ
ザード］を選択します。

トラブルシューティングについ

ては、P. 94 の「音質の問題」を
参照してください。

オーディオ デバイスを再
調整せずに、オーディオ

モードの選択を変更する

これを行うには、インターフェイス最上

部のメニュー ボタンをクリックするか、
または Cisco IP Communicator インター
フェイス上で右クリックし、［設定］>
［オーディオ］を選択します。

オーディオ モードの選択を変
更する方法の詳細については、

P. 65 の「オーディオ モードにつ
いて」を参照してください。

状況 操作 注記
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次の手順

クイック スタート チェックリストの作業を完了して、［オーディオ調整ウィザード］の使用を終えた
ら、次に Cisco IP Communicator でコールの発信を開始する前に必要となるすべての設定作業を行いま
す。P. 12 の「設定作業と登録作業」を参照してください。

設定作業と登録作業

Cisco IP Communicator アプリケーションをインストールし、［オーディオ調整ウィザード］を完了して、
デスクトップに Cisco IP Communicator インターフェイスが表示されたら、コールの発信を開始する前
に、必要に応じて次に示す設定作業と登録作業を 1 つまたは複数完了します。 

（注） 次の作業は会社や電話システムによって異なるため、システム管理者の指示に従ってくださ

い。指示がない限り、これらの作業を行わないでください。

デバイス名の選択

Cisco IP Communicator に対するデバイス名の設定方法を指定する場合は、2 つのオプションを使用でき
ます。最初のオプションでは、Cisco IP Communicator は、ネットワーク アダプタの選択に基づいてネッ
トワークに識別されます。このため、Cisco IP Communicator が正常に機能するには、正しいネットワー
ク アダプタを選択する必要があります。ネットワーク アダプタを選択するには、Cisco IP Communicator
インターフェイス上で右クリックし、［設定］>［ネットワーク］>［デバイス名］を選択して、［ネッ
トワークアダプタ］ドロップダウン メニューからネットワーク アダプタを選択します。システム管理
者から、どのネットワーク アダプタを選択すべきか指示されます。通常は、永続的な接続を提供する
可能性が最も高いアダプタ、または装着されていない場合でも常に有効なアダプタを選択する必要が

あります。ワイヤレス カードは選択しないでください。

（注） この設定は、音声の転送ではなく、ネットワークの識別に使用されます。選択したネットワー

ク アダプタを削除または無効にする場合を除き、確定後にこの設定を変更する必要はありま
せん。変更する場合は、新しいアダプタを選択する前に、システム管理者に問い合せてくださ

い。
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2 つ目のオプションでは、自由形式のデバイス名を使用するように Cisco IP Communicator を設定しま
す。このオプションを使用できるのは、Cisco Unified CallManager Release 5.0(1) 以降に接続する場合の
みです。これを行うには、Cisco IP Communicator 上で右クリックするか、またはメニュー アイコンを
クリックします。次に、［設定］>［ネットワーク］>［このデバイス名を使用］を選択します。デバイ
ス名の文字列を入力します。文字列は 14 文字以下にする必要があります。また、使用可能な文字は
ASCII 文字のみで、スペースは使用できません。使用するデバイス名については、システム管理者が通
知する必要があります。

デバイス名の確認

選択したネットワーク アダプタのデバイス名を表示するには、メニューにアクセスし、［設定］>［ネッ
トワーク］>［デバイス名］を選択します。必要に応じて、デバイス名をメモしてシステム管理者に送
信します。

TFTP サーバの指定

Cisco IP Communicator インターフェイスで 1 つまたは 2 つの TFTP サーバ アドレスを指定するように、
システム管理者から要求されることがあります。これを行うには、メニューにアクセスし、［設定］>
［ネットワーク］>［次の TFTPサーバを使用］を選択して、フィールドに TFTP アドレスを入力します。

この作業を行う必要があるかどうかは、システム管理者から指示されます。

TAPS（内線番号自動登録システム）での登録

Cisco IP Communicator をインストールして起動した後、必要に応じて Tool for Auto-Registered Phones
Support（TAPS）を使用して自動登録します。 

TAPS で登録するには、Cisco IP Communicator を使用して、システム管理者から通知された TAPS 内線
番号をダイヤルし、ボイス プロンプトに従います。必要に応じて、エリア コードを含む、内線番号全
体を入力します。Cisco IP Communicator に確認メッセージが表示されたら、コールを終了できます。
Cisco IP Communicator が再起動します。

次の手順

次に、Cisco IP Communicator を使用する準備が整ったことを確認します。P. 14 の「Cisco IP Communicator
のテスト」を参照してください。 
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Cisco IP Communicator のテスト
P. 5 の「クイック スタート チェックリスト」に従っており、かつシステム管理者から要求された設定
作業と登録作業を完了した場合は、Cisco IP Communicator をテストできます。内線番号が表示されて、
オフフック状態にするとダイヤル トーンが聞こえることを確認します。

• 内線番号が表示されない、またはダイヤル トーンが聞こえない場合は、システム管理者に問い合
せてください。システム管理者から追加の手順を実行するように指示されることがあります。

• 内線番号が表示され、ダイヤル トーンが聞こえる場合は、テスト コールをいくつか発信し、自分
の声が通話相手にどのように聞こえるかを確認します。詳細については、次の各項を参照してくだ

さい。

音量を調節する必要がある場合

まず、Cisco IP Communicator インターフェイスで、オーディオ モードの音量を調節します。
をクリックするか、キーボードで Page Up キーまたは Page Down キーを押します。詳細

については、P. 54 の「コールの音量調節」を参照してください。音質に問題がある場合は、P. 94 の
「音質の問題」を参照してください。

リモート接続を使用している場合

リモート接続（たとえば、自宅やホテルからの VPN 接続）で Cisco IP Communicator を使用している場
合は、［低帯域幅のための最適化］機能を有効にします。これを行うには、メニューにアクセスし、［設

定］>［オーディオ］を選択します。 

低帯域幅向けに最適化した後、誰かに電話をかけて、自分の声がどのように聞こえるかを確認します。

自分または通話相手の声がこもったり不自然に聞こえる場合は、コール中にオーディオ フィルタを適
用します。低帯域幅が有効な場合は、オーディオ フィルタにより音質を向上させることができます。
オーディオ フィルタの適用については、P. 69 の「詳細オーディオ設定」を参照してください。

次の手順

これで、新しい電話機のセットアップとテストが終了しました。次に、この電話機の機能やサービス

の詳細を理解する必要があります。P. 15 の「Cisco IP Communicator の概要」を参照してください。
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Cisco IP Communicator の概要

次の項では、Cisco IP Communicator の概要について説明します。

• Cisco IP Communicator の機能（P. 15）

• Cisco IP Communicator インターフェイスの使用方法（P. 16）

• コール処理とナビゲーションのヒント（P. 22）

Cisco IP Communicator の機能
Cisco IP Communicator の機能は従来の電話機の機能とよく似ており、コールの発信、受信、保留、番号
の短縮ダイヤル、コールの転送などを行うことができます。Cisco IP Communicator は、コール処理機能
を拡張およびカスタマイズできる特別な電話機能（コール パークやMeet-Me 会議など）もサポートし
ています。

また、コール処理機能の他に次の機能もサポートしています。

• ［オーディオ調整ウィザード］

• ［クイック検索］によるディレクトリからのダイヤル

• ユーザ オプション Web ページおよび電話サービスへの簡単なアクセス

• 包括的なオンライン ヘルプ システム

• Cisco IP Communicator の外観の変更

• ドラッグアンドドロップ ダイヤル

• カットアンドペースト ダイヤル

• ポップアップ着信通知

• 英数字ダイヤル

• 新しいキーボード ショートカット

• Cisco Unified Video Advantage Release 2.0 とのビデオの相互運用性

Cisco IP Communicator のコンポーネントの概要については、P. 16 の「Cisco IP Communicator インター
フェイスの使用方法」を参照してください。
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Cisco IP Communicator インターフェイスの使用方法
ボタンやメニュー項目をクリックするにはマウスを使用し、文字、数字、キーボード ショートカット
を入力するにはコンピュータのキーボードを使用します。

Cisco IP Communicator には、スキンと呼ばれる 2 つのデスクトップ表示が用意されています。

• 図 1 に、コンパクト モードを選択した場合の Cisco IP Communicator を示します。 

• 図 2 に、デフォルト モードを選択した場合の Cisco IP Communicator を示します。

表 3 に、両方のスキンが共有するボタンや他のコンポーネントを示します。

図 1 コンパク ト  モードを選択した場合の Cisco IP Communicator
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図 2 デフォルト  モードを選択した場合の Cisco IP Communicator

表 3 ボタンおよび他のコンポーネント

1 電話スクリーン コールの状態や機能メニューを表示、および項目をアクティブにする

場合に使用します。詳細については、P. 21 の「電話スクリーンの機
能」を参照してください。

2 ウィンドウ制御ボタン メニューを表示する場合、Cisco IP Communicator インターフェイスを
非表示にする場合、スキンを切り替える場合、またはアプリケーショ

ンを終了する場合に使用します。P. 32 の「機能の操作性とアベイラビ
リティについて」を参照してください。
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3 回線ボタンおよび短縮ダ

イヤル ボタン
各ボタンで回線の開閉、または番号の短縮ダイヤルを行います（これ

に対応するキーボード ショートカットは Ctrl+1 ～ 8 です）。回線ボタ
ンにより、回線の状態が次のように表示されます。

• 緑、点灯：この回線のコールはアクティブです
（オフフック）。

• 緑、点滅：この回線のコールは保留状態です。

• オレンジ、点滅：この回線で着信コールが鳴っています。

• 赤：共有回線で、現在使用中です。

• 色なし：この回線でコール アクティビティはありません
（オンフック）。

余分な回線ボタンを短縮ダイヤル ボタンにすることができます。P. 57
の「短縮ダイヤル ボタンの設定」を参照してください。 

4 メッセージ ボタン サービスによって異なりますが、通常はボイス メッセージ サービスに
自動ダイヤルします（これに対応するキーボード ショートカットは
Ctrl + M です）。詳細については、この表の項目 16 および P. 81 の「ボ
イス メッセージ、履歴、およびディレクトリの使用方法」を参照して
ください。

5 ディレクトリ ボタン ［ディレクトリ］メニューを開閉します。発信履歴および社内ディレク

トリを表示して、そこからダイヤルする場合に使用します（これに対

応するキーボード ショートカットは Ctrl+D です）。また、［クイック
検索］機能（Alt+K）を使用して、ディレクトリを検索することもで
きます。P. 81 の「ボイス メッセージ、履歴、およびディレクトリの
使用方法」を参照してください。

6 ヘルプ ボタン ［ヘルプ］メニューをアクティブにします（これに対応するキーボード

ショートカットは Ctrl+I です）。P. 28 の「コールの選択」を参照して
ください。

7 設定ボタン ［設定］メニューを開閉します。電話スクリーンの表示および呼出音を

制御する場合に使用します（これに対応するキーボード ショートカッ
トは Ctrl+S です）。P. 53 の「Cisco IP Communicator の設定のカスタマ
イズ」を参照してください。

8 サービス ボタン ［サービス］メニューを開閉します（これに対応するキーボード ショー
トカットは Ctrl+R です）。P. 88 の「ユーザ オプション Web ページへ
のログイン」を参照してください。

表 3 ボタンおよび他のコンポーネント（続き）
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9 音量ボタン オーディオ モードの音量およびその他の設定を制御します（これに対
応するキーボード ショートカットは Page Up および Page Down です）。
P. 53 の「Cisco IP Communicator の設定のカスタマイズ」を参照してく
ださい。1

10 スピーカ ボタン スピーカフォン モードのオン /オフを切り替えます（これに対応する
キーボード ショートカットは Ctrl+P です）。P. 73 の「ヘッドセットお
よび他のオーディオ デバイスの使用方法」を参照してください。

11 ミュート ボタン ミュート機能のオン / オフを切り替えます（これに対応するキーボー
ド ショートカットは Ctrl+T です）。P. 42 の「ミュートの使用方法」を
参照してください。

12 ヘッドセット ボタン ヘッドセット モードのオン / オフを切り替えます（これに対応する
キーボード ショートカットは Ctrl+H です）。P. 73 の「ヘッドセットお
よび他のオーディオ デバイスの使用方法」を参照してください。

13 ナビゲーション ボタン メニューのスクロールや項目の強調表示に使用しますソフトキーと組

み合わせて、強調表示された項目をアクティブにすることができます。

また、Cisco IP Communicator がオンフックになっているときにナビ
ゲーション ボタンをクリックすると、発信履歴ログの電話番号にアク
セスできます。

14 ビデオの起動ボタン Cisco Unified Video Advantage を起動します。この機能を使用するには、
Cisco Unified Video Advantage Release 2.0 と Cisco IP Communicator
Release 2.0 を同じ PC 上で実行している必要があります。 

15 ダイヤル パッド 番号や文字の入力、およびメニュー項目の選択に使用します（オプショ

ンのスキンでは使用できません）。代わりに、コンピュータのキーボー

ドも使用できます。

16 ソフトキー ボタン 各ボタンが、ソフトキーをアクティブにします。ボタンではなくソフ

トキーのラベルをクリックしても、ソフトキーをアクティブにできま

す（これに対応するキーボード ショートカットは F2 ～ F6 です）。P.
33 の「Cisco IP Communicator を使用したコール処理」を参照してくだ
さい。

17 ボイス メッセージおよび
着信コールのインジケー

タ

着信コールおよび新しいボイス メッセージがあることを示します。P.
81 の「ボイス メッセージ、履歴、およびディレクトリの使用方法」を
参照してください。

1. Release 2.0 より前のリリースでは、キーボード ショートカットは Ctrl+V です。

表 3 ボタンおよび他のコンポーネント（続き）
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ヒント

• どちらかのスキンの最上部にあるメニュー アイコンをクリックするか、または Cisco IP 
Communicator インターフェイス上で右クリックすると、設定値の表示や設定、スキンの選択、お
よび画面のみモードの有効化を行うことができます。P. 23 の「メニューの使用方法」を参照して
ください。

• デフォルト モード（図 2）とコンパクト モード（図 1）では、同じボタン アイコン セットが使用
されます。ただし、ボタンの形や場所はスキンによって異なる場合があります。

• ショートカットの完全なリストについては、P. 22 の「キーボード ショートカットの使用方法」を
参照してください。

• Cisco IP Communicator の電話スクリーンにコールや回線がどのように表示されるかについては、P.
21 の「電話スクリーンの機能」を参照してください。
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電話スクリーンの機能

コールがアクティブで、機能メニューがいくつか開いている場合、Cisco IP Communicator の電話スク
リーンは次のように表示されます。

関連項目

• Cisco IP Communicator インターフェイスの使用方法（P. 16）

• コール処理とナビゲーションのヒント（P. 22）

1 プライマリ電話回線 プライマリ電話回線の電話番号（内線番号）を表示します。

2 プログラマブルボタン

のアイコン

電話機のプログラマブル ボタン の設定を示すアイコン。

電話回線アイコン：電話回線に対応しています。回線アイコン

は異なる場合があります。短縮ダイヤル アイコン：有効な場
合、短縮ダイヤル ボタンに対応しています。電話機サービス

アイコン：有効な場合、Web ベースの電話機サービス（個人アドレ
ス帳など）に対応しています。

機能アイコン：有効な場合、プライバシーなどの機能に対応し

ています。

3 ソフトキー ラベル 各ラベルでソフトキーの機能を表示します。 

4 ステータス行 オーディオ モードのアイコン、ステータス情報、およびプロンプトを
表示します。

5 コール アクティビティ
領域

強調表示されている回線のコールおよびコール情報を表示します（標準

の表示）。 

6 電話タブ コール アクティビティを示します。このタブをクリックすると、必要
に応じてコール アクティビティ領域に戻ります。

7 機能タブ 各タブで開いている機能メニューを示します。
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コール処理とナビゲーションのヒント

次の項では、コール処理および Cisco IP Communicator インターフェイスのナビゲートに役立つガイド
ラインについて取り上げます。

• キーボード ショートカットの使用方法（P. 22）

• メニューの使用方法（P. 23）

• ウィンドウ制御ボタンの使用方法（P. 25）

• 回線とコールの違いについて（P. 27）

• コールおよび回線のアイコンについて（P. 27）

• コールの選択（P. 28）

• 機能の操作性とアベイラビリティについて（P. 32）

キーボード ショートカットの使用方法

キーボード ショートカット 機能

Ctrl+Shift+A 着信コールに応答します。

Ctrl+D ［ディレクトリ］メニューを開閉します。

Ctrl+S ［設定］メニューを開閉します。

Ctrl+R ［サービス］メニューを開閉します。1

Ctrl+M ボイス メッセージ システムを開きます。

Ctrl+I オンライン ヘルプ システムを開閉します。

Ctrl+H ヘッドセット モードのオン /オフを切り替えます。

Ctrl+P スピーカフォン モードのオン /オフを切り替えます。

Ctrl+T ミュート機能のオン /オフを切り替えます。

Ctrl+（1 ～ 8 の番号キー） 回線ボタンまたは短縮ダイヤル ボタン 1 ～ 8 を開閉します。

Ctrl+V 名前または電話番号を貼り付けます。

Alt+S ［設定］ダイアログボックスを開きます。

Alt+K ［クイック検索］ディレクトリ機能を開きます。

Alt+X Cisco IP Communicator を終了します。

Alt+F4 Cisco IP Communicator を閉じます。

Enter コールをダイヤルします。

Esc コールを切断します。
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メニューの使用方法

次のメニュー項目にアクセスするには、インターフェイスの右上隅にあるメニュー アイコンをクリッ
クするか、またはインターフェイス上の任意の位置で右クリックします。

Page Up 現在のオーディオ モードの音量を上げます。

Page Down 現在のオーディオ モードの音量を下げます。

F2 ～ F6 ソフトキー 1 ～ 5 をアクティブにします。

/（NumLk 機能が有効な場合） # キーをアクティブにします。

1. Release 2.0 より前のリリースでは、キーボード ショートカットは Ctrl+V です。

項目 説明

スキン インターフェイスの外観を変更する場合に使用します。Cisco IP
Communicator には、デフォルトのスキン（右クリック >［スキン］>
［デフォルトモード］）とコンパクトなスキン（右クリック >［スキン］

>［コンパクトモード］）という 2 つのスキンが用意されています。ス
キンの図については、図 2 および図 1 を参照してください。

スクリーンのみ スクリーンのみの表示のオン /オフを切り替えます。スクリーンのみの
表示で Cisco IP Communicator を使用する場合は、キーボード ショート
カットが特に役立ちます。P. 22 の「キーボード ショートカットの使用
方法」を参照してください。

常に手前 この機能のオン /オフを切り替えます。この機能を有効にすると、他の
アプリケーションがアクティブな場合でも、デスクトップに

Cisco IP Communicator インターフェイスが表示されたままになります
（インターフェイスを最小化することもできます）。P. 32 の「機能の操
作性とアベイラビリティについて」を参照してください。

オーディオ調整ウィザード オーディオ デバイスの選択および調整に役立つツール［オーディオ調
整ウィザード］を起動します。P. 10 の「オーディオ調整ウィザードの
使用方法」および P. 90 の「Cisco IP Communicator のトラブルシューティ
ング」を参照してください。

キーボード ショートカット 機能
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貼り付け 任意の Windows プログラムから番号をコピーして、ダイヤル ボックス
に貼り付けてから、［ダイヤル］をクリックするか、または Enter キー
を押すことで、コールを発信できます（この機能のキーボード ショー
トカットは Ctrl+V です）。Cisco IP Communicator は、番号に適切なダイ
ヤル規則をすべて適用し、自動的にダイヤルします。 

クイック検索 ［クイック検索］ダイアログボックスを開きます（このダイアログボッ

クスを開くキーボード ショートカットは Alt+K です）。［クイック検索］
では、1 つの検索コマンドで 1 つ以上のディレクトリを検索できます。
P. 85 の「クイック検索機能の使用方法」を参照してください。 

Cisco ユーザオプション Cisco Unified IP Phone ユーザ オプション Web ページを開きます。この
Web ページで、機能、設定値、および IP 電話サービス（短縮ダイヤル
ボタンなど）を設定できます。このメニュー オプションは、［ユーザ設
定］ウィンドウのユーザ名フィールドとパスワード フィールドに情報
を入力するまで、無効のままになります。P. 57 の「短縮ダイヤル ボタ
ンの設定」および P. 88 の「ユーザ オプション Web ページへのログイ
ン」を参照してください。

設定 ［設定］ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスには、

［ユーザ］、［ネットワーク］、［オーディオ］、および［ディレクトリ］と

いうウィンドウがあります。P. 59 の「設定の表示とカスタマイズ」を
参照してください。（［設定］にアクセスするキーボード ショートカッ
トは Alt+S です）。

ヘルプ オンライン ヘルプ版の『Cisco IP Communicator ユーザ ガイド』へのリ

ンクを提供します。

Cisco IP Communicator につ
いて

Cisco IP Communicator ソフトウェアのバージョン情報を表示します。

終了 Cisco IP Communicator インターフェイスを終了します。

項目 説明
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ウィンドウ制御ボタンの使用方法

ヒント

• Cisco IP Communicator インターフェイスが非表示または最小化の状態の時に新しいコールを受信
すると、着信通知ウィンドウがポップアップします。［常に手前］機能が有効の場合は、インター

フェイスが自動的に復旧し、デスクトップの前面に表示されます。

• 他のアプリケーションがアクティブな場合でも、デスクトップに Cisco IP Communicator インター
フェイスを前面に表示しておくには、メニューから［常に手前］を選択します（［常に手前］機能

を選択している場合でも、インターフェイスを最小化できます）。

目的 操作

メニューにアクセスする 次のいずれか 1 つを実行します。

• インターフェイスの右上隅にあるメニュー ボタンをクリックしま
す。

• インターフェイス上の任意の位置で右クリックします。

インターフェイスを最小化

する

次のいずれか 1 つを実行します。

• インターフェイスの右上隅にある最小化ボタンをクリックします。

• Cisco IP Communicator のタスクバー ボタンを 1 回または複数回ク
リックします。

モードを切り替える 次のいずれか 1 つを実行します。

• インターフェイスの右上隅にあるモードボタンをクリックします。

• メニューから［スキン］を選択します。

インターフェイスを非表示

にする

システム トレイのアイコンを右クリックし、［隠す］を選択します。こ
の操作によりタスクバーから Cisco IP Communicator のアイコンが消え
ますが、アプリケーションが閉じるわけではありません。

インターフェイスを復旧さ

せる

次のいずれか 1 つを実行します。

• システム トレイのアイコンをダブルクリックします。

• タスクバーのボタン アイコンをクリックします。

終了する 次のいずれか 1 つを実行します。

• インターフェイスの右上隅にある［閉じる］アイコンをクリックし

ます。

• メニューから［終了］を選択します。

• システム トレイのアイコンを右クリックし、［終了］を選択します。
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着信通知の使用方法

ヒント 着信通知ポップアップ ボックスで呼出音をミュートにした場合は、以降のすべての着信
コールで呼出音がミュートにならないよう、忘れずにミュートを無効にする必要がありま

す。

目的 操作

コールに応答する • ポップアップ ボックスの任意の位置をクリックします（ミュート
アイコンを除く）。

呼出音をミュートにする • ポップアップ ボックス上のミュート アイコンをクリックします。

着信通知を隠す • ［設定］>［ユーザ］に移動し、［着信通知を隠す］チェックボック
スをオンにします。



Cisco IP Communicator 電話ガイド Release 2.0 27

回線とコールの違いについて

回線とコールを混同しないために、次の説明を参照してください。

• 回線：回線は、他人が自分へのコールに使用できる電話番号（または内線番号）にそれぞれ対応し

ています。Cisco IP Communicator では、設定に応じて 1 ～ 8 回線をサポートできます。自分の回線
数を確認するには、電話スクリーンの右側を見ます。回線の数は、電話番号および電話回線アイコ

ン の数と同じです。

• コール：各回線では、複数のコールをサポートできます。デフォルトでは、Cisco IP Communicator
は 1 本の回線につき 4 つの接続コールをサポートしますが、システム管理者は必要に応じてこの数
を調整できます。アクティブとなり得るコールは常に 1 つに限定されるので、他のコールはすべて
自動的に保留状態になります。

コールおよび回線のアイコンについて

Cisco IP Communicator には、コールおよび回線の状態（オンフック、保留中、呼び出し中、接続中な
ど）の判断に役立つアイコンが表示されます。

アイコン
コールまたは回線の
状態 説明

オンフック回線 この回線のコール アクティビティはありません。オンフック（プ
レダイヤル）でダイヤルしている場合は、オフフックにするま

では進行中のコールになりません。 

オフフック回線 電話番号のダイヤル中または発信コールの呼出音が鳴っている

状態です。ダイヤルのオプションについては、P. 34 の「コール
の発信」を参照してください。

接続コール 通話相手に接続されている状態です。 

呼び出し中のコール いずれかの回線でコールの呼出音が鳴っています。詳細につい

ては、P. 39 の「コールへの応答」を参照してください。

コールの保留 このコールが保留されています。詳細については、P. 42 の「保
留と復帰の使用方法」を参照してください。

リモートで使用中 共有回線の別の電話機に、接続コールがあります。詳細につい

ては、P. 52 の「共有回線について」を参照してください。



28 OL-7599-01-J

オンフックとオフフック

Cisco IP Communicator がオンフックかオフフックかによって、Cisco IP Communicator の作業や操作手順
が異なることがあります。 

• オンフック：アクティブなコールはなく、アクティブなダイヤル トーンも聞こえません。
Cisco IP Communicator には、オンフック ダイヤル（プレダイヤル）、つまり電話番号を入力または
選択してからコールをアクティブにできる機能が備わっています。Cisco IP Communicator がオン
フックの場合、各電話番号の横にこのアイコン が表示されます。

• オフフック：スピーカフォンがアクティブです。あるいは、他の方法を使用して、ダイヤル トー
ンを鳴らしている、または着信コールに応答しています。電話機がオフフックの場合、コールまた

は回線の状態に応じて、 、 、または のいずれかのアイコンが表示されます。P. 27 の「コー
ルおよび回線のアイコンについて」を参照してください。

コールの選択

Cisco IP Communicator の機能の多くは、その機能の対象となるコールが選択されていることを前提にし
ています。たとえば、保留中のコールが 4 あるうち、2 コールだけを会議コールに参加させるとしま
す。このような場合は、会議に追加するコールを選択してから、機能を有効にします。

目的 操作

コールを強調表示する マウスを使用して、コール リスト内の任意のコールをクリックします。
コールがより明るい背景に対して強調表示されます。

コールを選択する 接続コールまたは保留状態のコールを強調表示し、［選択］をクリック

します。選択されたコールの横に、 が表示されます。

選択したコールを確認する ナビゲーション ボタンをクリックして、コールのリストをスクロール
します。選択されたコールは で示され、コールのリストでまとめて

表示されます。
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コールの表示と切り替え

次に示すヒントは、1 本または複数の回線でコールを切り替えるときに役立ちます。切り替え先のコー
ルが自動的に強調表示されない場合は、電話スクリーン上のコール表示をクリックします。

ヒント

• アクティブとなり得るコールは 1 つに限定されるので、他のコールは自動的に保留状態になりま
す。

• 同じ回線に複数のコールがある場合は、優先順位が最も高く、通話時間の最も長いコールがコール

のリストの先頭に表示されます。 

• 同じタイプのコールは、コールのリストでまとめて表示されます。たとえば、相互に通話したコー

ルは先頭付近に、選択されたコールは次に、まだ応答していないコールは末尾にまとめて表示され

ます。

目的 操作

同じ回線のコールを切り替

える

切り替え先のコールを強調表示し、［復帰］をクリックします。別の

コールが自動的に保留状態になります。

接続コールから切り替えて、

呼出音が鳴っているコール

に応答する

［応答］または （点滅しているオレンジのボタン）をクリックします。

この操作により、最初のコールの保留が自動的に行われます。

異なる回線のコールを切り

替える

切り替え先の回線の （点滅している緑のボタン）をクリックします。

回線で保留になっているコールが 1 つの場合、コールは自動的に復帰
します。回線で保留になっているコールが複数ある場合、必要に応じ

て特定のコールを強調表示して、［復帰］をクリックします。

特定の回線におけるすべて

のコールを表示する

をクリックしてから、すぐに回線ボタンをクリックします。この操

作によりコールの詳細が表示されますが、コールの状態は影響を受け

ません。そのため、ある回線で通話しながら別の回線で保留中のコー

ルを表示する場合に便利です。

回線のアクティビティの概

要を表示する（回線ごとに 1
つのコール）

強調表示された回線の をクリックします（回線は、関連付けられて

いるコールが電話機のスクリーンに表示されると強調表示されます）。

この操作により、電話機がコールの概要モードに切り替わり、回線ご

とに 1 つのコールが表示されます。このコールは、アクティブなコー
ル、または通話時間の最も長い保留中のコール（すべてのコールが保

留中の場合）のいずれかです。

標準の表示に戻るには、 をクリックしてから、すぐに回線ボタンを

クリックします。
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電話スクリーンの項目の選択

機能メニューの使用方法

電話スクリーンの項目の
選択方法 操作

クリックする マウスを使用して、電話スクリーンの項目をクリックします。電話ス

クリーンで電話番号をクリックすると、Cisco IP Communicator でその番
号がダイヤルされます。

項目番号を指定する ダイヤル パッドで該当する番号をクリックします。たとえば、メニュー
の 4 番目の項目を選択するには、4 をクリックします。 

項目までスクロールする ナビゲーション ボタンをクリックするか、またはキーボードの矢印
キーを使用して、リストをスクロールし、項目を強調表示します。対

応するソフトキー（［選択］や［ダイヤル］など）をクリックして、操

作を終了します。

目的 操作

機能メニューを開閉する 次の機能ボタンをクリックします。

メッセージ

サービス

ヘルプ

ディレクトリ

設定

リストまたはメニューをス

クロールする

ナビゲーション ボタンをクリックします。

機能メニューの 1 つ前のレ
ベルに戻る

［終了］をクリックします。このとき、メニューの最上位レベルで［終

了］をクリックすると、メニューが閉じます。

開いている機能メニューを

切り替える

電話スクリーンで機能タブをクリックします。機能メニューごとに、対

応するタブがあります。タブは機能メニューが開いているときに表示

されます。
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テキストの入力と編集

目的 操作

電話スクリーンで文字を入

力する

コール機能をクリックして強調表示し、キーボードを使用して文字や

数字を入力します。

入力した文字を削除、または

カーソルの位置を移動する

文字や数字を 1 つ削除するには、キーボードの Back Space キーを使用
するか、電話スクリーンの［<<］または［削除］をクリックします。
カーソルを右に移動するには、マウスを使用するか、または電話スク

リーンの［>>］をクリックします。
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オンライン ヘルプへのアクセス
Cisco IP Communicator には、包括的なオンライン ヘルプ システムが備わっています。ヘルプ トピック
は電話スクリーンに表示されます。次の表に詳細を示します。

機能の操作性とアベイラビリティについて

Cisco IP Communicator の操作方法および利用可能な機能は、社内で使用されるコール処理エージェン
ト、および社内の電話機サポート チームによる電話機システムの設定内容によって異なります。その
ため、このユーザ ガイドで説明する機能の一部が利用できない場合や、電話システム上で異なる動作
をする場合があります。機能の操作方法またはアベイラビリティについて確認する場合は、社内のサ

ポート デスクまたはシステム管理者にお問い合せください。

目的 操作

メイン メニューを表示する Cisco IP Communicator の をクリックし、メニューが表示されるまで

数秒待ちます。すでにヘルプがアクティブな場合は、［メイン］をク

リックします。

メイン メニューには、次の項目が含まれます。

• Cisco IP Communicator について：Cisco IP Communicator に関する詳
細な説明

• 操作方法：Cisco IP Communicator の一般的なタスクに関する手順や
情報

• コール機能：コール機能に関する説明や手順

• ヘルプ：ヘルプの使用やアクセスに関するヒント

ボタンまたはソフトキーに

ついて

をクリックしてからすぐにボタンまたはソフトキーをクリックし

ます。

メニュー項目について をクリックしてからすぐに電話スクリーンのメニュー項目をク

リックします。

または、メニュー項目を選択して を素早く 2 回クリックします。

ヘルプの使用方法について をクリックします。数秒待ってから をもう一度クリックするか、

またはメイン メニューから［ヘルプ］を選択します。

ユーザ ガイドにアクセスす
る

［メニュー］>［ヘルプ］をクリックするか、またはアプリケーション
上で右クリックして［ヘルプ］を選択します。
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Cisco IP Communicator を使用した
コール処理

次の項では、Cisco IP Communicator を使用してコールを処理する方法について説明します。

• 基本的なコール処理（P. 33）

• 高度なコール処理（P. 46）

基本的なコール処理

この項では、コールの発信、応答、転送など、基本的なコール処理作業について説明します。ほとん

どの電話システムでは、これらの作業に必要な機能を標準で利用できます。

この項では、次のトピックについて取り上げます。

• コールの発信（P. 34）

• コールへの応答（P. 39）

• コールの終了（P. 41）

• 保留と復帰の使用方法（P. 42）

• ミュートの使用方法（P. 42）

• 接続コールの転送（P. 43）

• コール間の切り替え（P. 44）

• 別の番号へのコール転送（P. 45）

ヒント 受話器、スピーカフォン、またはヘッドセットを使用して、コールを発信、受信、および

終了する方法については、P. 81 の「ボイス メッセージ、履歴、およびディレクトリの使
用方法」を参照してください。
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コールの発信

コールを発信するには、番号のダイヤル前またはダイヤル後に、いくつかのオプションのいずれかを

使用してオフフックにします。

目的 操作

プレダイヤル（最初のダイヤルトー

ンを聞かずにオンフックでダイヤ

ル）

次のいずれか 1 つを実行します。

• 電話番号を入力します。自動ダイヤル機能がポップアップし

て、発信履歴ログから一致する電話番号が表示される場合が

あります。

• ナビゲーションボタンをクリックして、発信履歴ログに含ま

れる電話番号を表示します。

次に、電話スクリーンに表示された電話番号をクリックしてダイ

ヤルします。または、次のいずれかの操作を実行してオフフック

にし、強調表示された電話番号をダイヤルします。

• または をクリックします。

• ［ダイヤル］をクリックするか、またはキーボードの Enter
キーを押します。

• （回線ボタン）をクリックします。

• キーボードの Enter キーを押します。

または

• 任意の Windows プログラムから番号をドラッグし、Cisco IP
Communicator インターフェイス上の任意の位置にドロップ
してから、［ダイヤル］をクリックするか、またはキーボー

ドの Enter キーを押します。

• vCard をドラッグして、Cisco IP Communicator インターフェ
イス上の任意の位置にドロップします。vCard に複数の番号
が含まれている場合は、ポップアップ ウィンドウで目的の
番号を選択してから、［ダイヤル］をクリックするか、また

はキーボードの Enter キーを押します。

または

• 任意のソースから番号をコピーし、［メニュー］>［貼り付
け］をクリックします。番号が自動的に入力されます。［ダ

イヤル］をクリックするか、またはキーボードの Enter キー
を押します。また、Ctrl+V キーボード ショートカットを使
用して、電話番号を貼り付けることもできます。 
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オフフックで（ダイヤル トーンを
鳴らした後に）ダイヤルする

［発信］、 、 、または （回線ボタン）をクリックし、番号

を入力します。

最後にダイヤルした電話番号にリ

ダイヤルする

［リダイヤル］をクリックします。デフォルトでは、プライマリ

回線がリダイヤルに使用されます。ただし、セカンダリ回線を開

いてから［リダイヤル］をクリックしてもかまいません。回線を

開くには、 をクリックします。

短縮ダイヤルを使用する 次のいずれか 1 つを実行します。

• オフフックにする前または後に （短縮ダイヤル ボタン）
をクリックします。

• オンフックの状態で短縮ダイヤルのインデックス番号（キー

パッドの 1 ～ 99）を入力し、［短縮］をクリックします。

別のコールがアクティブなときに

コールを発信する（別の回線を使

用）

新しい回線の をクリックします。最初の回線のコールが自動

的に保留状態になります。

別のコールがアクティブなときに

コールを発信する（同じ回線を使

用）

［保留］をクリックしてから、［発信］をクリックします。これ

で、ダイヤル、リダイヤル、または短縮ダイヤルの操作を行えま

す。または、アクティブなコールで通話を続行しながら、履歴ま

たはディレクトリからのダイヤルを準備できます（詳細について

は、この表の次の 2 行を参照してください）。

履歴からダイヤルする  >［不在履歴］、［着信履歴］、または［発信履歴］を選択
します。ダイヤルするには、リストの番号をクリックするかまた

はスクロールして選択し、オフフックにします。

別のコールがアクティブなときに履歴からダイヤルする場合は、

コールのレコードまでスクロールして［ダイヤル］をクリックす

るか、またはキーボードの Enter キーを押します。次に、元の
コールを処理するメニュー項目を次のいずれかから選択します。

• ［保留］：最初のコールを保留にして、2 番目のコールをダイ
ヤルします。

• ［転送］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送します
（操作を完了するには、［転送］をもう一度クリックします）。

• ［会議］：すべての通話相手との会議コールを作成します（操
作を完了するには、［会議］をクリックします）。

• ［終了］：最初のコールを切断して、2 番目のコールをダイヤ
ルします。

目的 操作
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電話機の社内ディレクトリからダ

イヤルする

 >［シャナイディレクトリ］を選択します（名前は異な
る場合があります）。キーボードを使用して文字を入力してから、

［検索］をクリックします。ダイヤルするには、リストの番号を

クリックするかまたはスクロールして選択し、オフフックにしま

す。

コールがアクティブなときにディレクトリからダイヤルする場

合は、リストまでスクロールして［ダイヤル］をクリックする

か、またはキーボードの Enter キーを押します。次に、元のコー
ルを処理するメニュー項目を次のいずれかから選択します。

• ［保留］：最初のコールを保留にして、2 番目のコールをダイ
ヤルします。

• ［転送］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送します
（操作を完了するには、［転送］をもう一度クリックします）。

• ［会議］：すべての通話相手との会議コールを作成します（操
作を完了するには、［会議］をクリックします）。

• ［終了］：最初のコールを切断して、2 番目のコールをダイヤ
ルします。

社内ディレクトリの Web ページか
らダイヤルする

Cisco WebDialer の機能を使用します。Web ブラウザを起動して、
社内ディレクトリのページへ移動します。ディレクトリの電話番

号をクリックします。コールを発信するには、［ダイヤル］をク

リックするか、またはキーボードの Enter キーを押します。コー
ルを終了するには［コールの終了］をクリックします。詳細につ

いては、『Web での Cisco Unified IP Phone のカスタマイズ』を参
照してください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/inde
x.htm

ヘッドセット モードを使用してダ
イヤルする

次のいずれか 1 つを実行します。

• が点灯していない場合は、番号のダイヤル、リダイヤル、

または短縮ダイヤル前あるいは後にクリックします。

• が点灯している場合は、［発信］、［リダイヤル］、短縮ダ

イヤル ボタン、または （回線ボタン）をクリックします。

必要に応じて、電話番号を入力し、［ダイヤル］をクリック

するか、またはキーボードの Enter キーを押します。詳細に
ついては、P. 74 の「ヘッドセットの使用方法」を参照して
ください。

目的 操作

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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スピーカフォン モードを使用して
ダイヤルする

まず、アナログ ヘッドセットのプラグがコンピュータのオー
ディオ ジャックに差し込まれていないことを確認します。［発
信］または をクリックし、電話番号を入力します。あるいは、

別の方法でコールを発信し、 をクリックしてスピーカフォン

モードに切り替えます。

番号をダイヤルする操作の多くで、スピーカフォン モードが自
動的に開始されます。詳細については、P. 77 の「スピーカフォ
ンとしてのコンピュータの使用方法」を参照してください。

受話器モードを使用してダイヤル

する

番号のダイヤル、リダイヤル、または短縮ダイヤル前あるいは後

に、受話器を取り上げるか有効にします。P. 78 の「USB 受話器
の使用方法」を参照してください。

セカンダリ回線でダイヤルする 使用する回線の をクリックします。

Personal Address Book（PAB; 個人ア
ドレス帳）エントリからダイヤルす

る

 > PAB service（正確な名前は異なる場合があります）を
選択します（設定によっては、［クイック検索］も使用できます。

P. 85 の「クイック検索機能の使用方法」を参照してください）。

PAB サービスを使用するには、サービスに登録する必要があり
ます。詳細については、P. 88 の「ユーザ オプション Web ページ
へのログイン」を参照してください。

ファースト ダイヤル コードを使用
してダイヤルする

> Fast Dials（正確な名前は異なる場合があります）を選
択します。リストからダイヤルするには、その項目をクリックす

るか、またはその項目までスクロールしてオフフックにします。

ファースト ダイヤル サービスに登録する方法については、P. 88
の「ユーザ オプション Web ページへのログイン」を参照してく
ださい。

課金コードまたはトラッキング

コードを使用して発信する

特定のトーンが鳴ったら、電話番号をダイヤルして Client Matter
Code（CMC）または Forced Authorization Code（FAC）を入力し
ます。CMC コードまたは FAC コードを入力する必要があるかど
うか、および詳細な手順は、システム管理者により指示されます。

別のコールがアクティブなとき、

コールを発信する

［保留］をクリックします。次に、［発信］をクリックします。そ

の後、番号をダイヤル、リダイヤル、または短縮ダイヤルしま

す。保留中のコールに戻るには、［復帰］をクリックします。

プライオリティ（Precedence）コー
ルを発信する

電話番号の前に、システム管理者から提供された MLPP アクセ
ス番号を入力します。

目的 操作
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ヒント

• いずれかの発信履歴の番号にプレフィックスを追加するには、その番号までスクロールし、［編集］

をクリックします。

• ダイヤル トーンを鳴らさずにダイヤルする場合は、電話番号の先頭に * または # を使用できませ
ん。これらの記号を使用する必要がある場合は、オフフックにしてダイヤル トーンを鳴らしてか
らダイヤルします。

Cisco エクステンション モビリティ
プロファイルを使用してコールを

発信する

エクステンション モビリティ（EM）にログインしていることを
確認します。  > EM Service（名前は異なる場合がありま
す）を選択してから、キーパッドを使用してログイン情報を入力

します。電話機を共有している場合、EM にログインしてから特
定の機能にアクセスするか、コールを完了する必要があります。

EM は特別な非デフォルトの機能のため、システム管理者に電話
機および電話機のユーザへの割り当てを依頼します。『Web での
Cisco IP Phone のカスタマイズ』を参照してください。このガイ
ドは次の URL で入手できます。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/inde
x.htm

Cisco Unified Video Advantage を使
用してビデオ コールを発信する

電話スクリーン ディスプレイに、アイコン が表示されてい

るか確認します。

アイコンが表示されている場合、Cisco IP Communicator でのビデ
オの使用および Cisco Unified Video Advantage Release 2.0（これよ
り前のリリースは Cisco IP Communicator）のサポートが可能で
す。詳細についてはシステム管理者にお問い合せください。ま

た、『Cisco Unified Video Advantage User Guide』を参照してくだ
さい。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/inde
x.htm

話し中または呼び出し中の内線が

応対可能になったときに通知を受

信する

その番号に電話をかけ、ビジー音または呼出音が鳴っている間に

［オリカエシ］をクリックします。電話を切断します。内線が応

対可能になると、電話機にメッセージが表示され、呼出音が鳴り

ます。（この番号へのコールバックは自動的に行われません。コー

ルを発信する必要があります）。コールバックは特別な機能なの

で、システム管理者に設定を依頼します。通話相手がコール転送

を有効にしている場合、コールバックは失敗します。

目的 操作

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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関連項目

• コールへの応答（P. 39）

• コールの終了（P. 41）

コールへの応答

コールに応答するには、オフフックにします。次の表に詳細を示します。

目的 操作

ヘッドセット モードで応答する が点灯していない場合は、クリックします。

がすでに点灯している場合は、［応答］または （点滅して

いる回線ボタン）をクリックします。

詳細については、P. 74 の「ヘッドセットの使用方法」を参照し
てください。

スピーカフォン モードで応答する 、［応答］、または をクリックします。P. 77 の「スピーカ
フォンとしてのコンピュータの使用方法」を参照してください。

受話器モードで応答する 受話器を取り上げます（または有効にします）。P. 77 の「スピー
カフォンとしてのコンピュータの使用方法」を参照してくださ

い。

着信通知を使用して応答する 呼び出し中の電話アイコン、または発信者 ID 情報をクリックし
ます。

コールがアクティブなときに着信する新しいコールの着信通知

ポップアップ ウィンドウでミュート アイコンをクリックする
と、呼出音がミュートになり、ポップアップ ウィンドウが非表
示になります。アプリケーション インターフェイスに戻って、
ミュートになっているコールの詳細を確認し、以降のすべての着

信コールに対してミュートを無効にする必要があります。 

接続コールから切り替えて、呼出音

が鳴っているコールに応答する

［応答］または をクリックします。新しいコールへの応答と、

最初のコールの保留が自動的に行われます。詳細については、

P. 42 の「保留と復帰の使用方法」を参照してください。
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関連項目

• 保留と復帰の使用方法（P. 42）

• 接続コールの転送（P. 43）

• コール間の切り替え（P. 44）

呼出音が 1 ～ 2 回鳴ると自動的に
着信コールが接続されるように

Cisco IP Communicator を設定する

1 つまたは複数の回線に自動応答機能を設定するよう、システム
管理者に依頼します。スピーカフォン モードまたはヘッドセッ
ト モードのいずれかで自動応答を使用できます。詳細について
は、P. 73 の「ヘッドセットおよび他のオーディオ デバイスの使
用方法」を参照してください。

別の電話機（会議室の電話機など）

で保留中のコールを取得、または他

の人に取得してもらう

コール パークを使用します。P. 46 の「パークされているコール
の保存と取得」を参照してください。

別の電話機で呼出音が鳴っている

コールに、自分の回線を使用して応

答する

コール ピックを使用します。P. 47 の「呼出音が鳴っているコー
ルの Cisco IP Communicator へのリダイレクト」を参照してくだ
さい。

プライオリティ コールに応答する 現在のコールを切断して［応答］をクリックします。 

着信コールをボイス メッセージ シ
ステムに直接送信する

［即転送］をクリックします。着信コールがボイス メッセージ グ
リーティングに自動転送されます。

目的 操作
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コールの終了

コールを終了するには、電話を切断します。次の表に詳細を示します。

ヒント ヘッドセットで自動応答を使用する場合は、ヘッドセット モードをアクティブにしておく
必要があります（まず、自動応答の設定をシステム管理者に依頼する必要があります）。

ヘッドセットを使用するが、自動応答を使用しない場合でも、ヘッドセット モードをアク
ティブにしておく場合があります。詳細については、P. 80 の「オーディオ デバイスの取
得」を参照してください。

関連項目

• コールの発信（P. 34）

• コールへの応答（P. 39）

• 接続コールの転送（P. 43）

目的 操作

受話器モードを使用しているとき

に電話を切断する

受話器を置く、［終了］をクリックする、または Esc キーを押し
ます。P. 78 の「USB 受話器の使用方法」を参照してください。

ヘッドセット モードを使用してい
るときに電話を切断する

が点灯している場合は、クリックします。

ヘッドセット モードをアクティブにしておく場合は、［終了］を
クリックするか、Esc キーを押して、このボタンを点灯した状態
にします。P. 74 の「ヘッドセットの使用方法」を参照してくだ
さい。

スピーカフォン モードを使用して
いるときに電話を切断する

または［終了］をクリックするか、Esc キーを押します。P. 77
の「スピーカフォンとしてのコンピュータの使用方法」を参照し

てください。

同じ回線上で 1 つのコールを切断
し、もう 1 つのコールを保持する

［終了］をクリックするか、または Esc キーを押します。必要に
応じて、先に［復帰］をクリックし、コールの保留を解除します。
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保留と復帰の使用方法

アクティブにできるコールは常に 1 つだけです。接続されている他のコールはすべて保留状態となり
ます。保留中のコールに対して続行、終了、転送、およびその他の処理を行うことはできません。 

ヒント

• 保留機能を使用すると、通常、音楽やビープ音が鳴ります。そのため、会議コールを保留にしない

でください。

• 1 つの回線上に複数のコールが存在する場合は、アクティブなコールが必ず画面の一番上に表示さ
れ、保留中のコールはその下に表示されます。

ミュートの使用方法

ミュートを使用すると、ヘッドセット、スピーカフォン、マイクロフォンなどのオーディオ デバイス
の音声入力が無効になります。ミュートが有効の場合は、通話相手の声は聞こえますが、通話相手に

こちらの声は聞こえません。

目的 操作

コールを保留にする 保留にするコールが選択されていることを確認し、［保留］をク

リックします。

現在の回線にあるコールの保留を

解除する

該当するコールが強調表示されていることを確認し、［復帰］を

クリックします。

別の回線にあるコールの保留を解

除する

（点滅している回線ボタン）をクリックします。この回線で

保留になっているコールが 1 つの場合、コールは自動的に復帰し
ます。保留になっているコールが複数ある場合は、該当するコー

ルが強調表示されていることを確認し、［復帰］をクリックしま

す。保留状態のコールは、保留アイコン で示されます。

目的 操作

ミュートをオンにする をクリックします。

ミュートをオフにする をクリックします。
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（注） オーディオ デバイスまたはコンピュータがミュートの状態で Cisco IP Communicator を起動す
ると、［オーディオ設定の確認］ウィンドウが表示され、オーディオ設定を調整、キャンセル、

または元に戻すかどうかを確認するメッセージが表示されます。オーディオ設定が適切に機能

していた場合は、［復元］を選択します。オーディオ設定を表示または変更する場合は、［調

整］を選択します。デバイスをミュートにしておく場合は、［キャンセル］を選択します。

接続コールの転送

接続コールは転送によってリダイレクトされます。転送先とは、コールの転送先となる番号です。

目的 操作

転送相手と通話せずにコールを転

送する

コールの接続中に［転送］をクリックし、転送先の番号を入力し

ます。コールの呼出音が聞こえたら、再び［転送］をクリックし

ます。

コールを転送する前に転送相手と

話す（打診転送）

コールの接続中に［転送］をクリックし、転送先の番号を入力し

ます。転送相手が応答するまで待ちます。転送相手がコールの転

送を許可したら、再び［転送］をクリックします。転送相手が

コールを拒否した場合は、［復帰］をクリックして元のコールに

戻ります。

2つの現在のコールを相互に転送
する（直接転送）

その回線における任意のコールを強調表示し、［選択］をクリッ

クします。2 番目のコールに対しても同じ処理を行います。選択
したコールの 1 つが強調表示されている状態で［D 転送］をク
リックします（必要に応じて［次ヘ］をクリックして、［D転送］
を表示します）。2 つのコールが相互に接続され、自分のコール
は終了されます。

発信者との通信を継続する場合は、代わりに［参加］を使用して

会議を作成します。詳細については、P. 48 の「会議コールの使
用方法」を参照してください。

ボイス メッセージ システムにコー
ルを送信する

［即転送］をクリックします。コールがボイス メッセージ グリー
ティングに自動転送されます。アクティブ、呼出中、または保留

中であるコールで即転送を使用できます。
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ヒント

• オンフック転送が有効な場合は、そのまま切断、または［転送］をクリックしてから切断できます。

• オンフック転送が Cisco IP Communicator で無効になっている場合、［転送］をクリックしないで切
断すると、転送の動作がキャンセルされ、転送する通話相手が保留状態になります。

• ［転送］を使用して保留状態のコールをリダイレクトすることはできません。転送前にコールの保
留を解除するには、［復帰］をクリックします。

コール間の切り替え

1 つまたは複数の回線上で接続されているコール間の切り替えを行うことができます。切り替え先の
コールが自動的に選択（強調表示）されない場合は、電話スクリーン上のコール表示をクリックします。

ヒント

• アクティブにできるコールは常に 1 つだけです。接続されている他のコールは自動的に保留になり
ます。

• 1 つの回線上に複数のコールが存在する場合は、アクティブなコールが必ずスクリーンの一番上に
表示されます。保留中のコールはその下に表示されます。

目的 操作

同じ回線上の接続されているコー

ル間で切り替える

切り替え先のコールを選択し、［復帰］をクリックします。

別の回線上の接続されているコー

ル間で切り替える

切り替え先の回線（およびコール）の適切な （点滅している

回線ボタン）をクリックします。必要に応じて、コールを選択

し、［復帰］をクリックします。

接続コールから切り替えて、呼出音

が鳴っているコールに応答する

［応答］または （点滅している回線ボタン）をクリックします。

この操作によって、新しいコールに応答でき、最初のコールが自

動的に保留になります。

着信通知ポップアップ ウィンドウ
を使用して着信コールを切り替え

る

着信コールに対する着信通知ポップアップ ウィンドウ上で任意
の位置をクリックします（呼出音のミュート アイコンを除く）。
クリックすると、アクティブ コールが保留になり、着信コール
に応答できるようになります。

アクティブなコールの概要を表示

する

コールがアクティブである間に をクリックし、メインの背景

スクリーンに戻ります。この操作によって、そのアクティブな

コールの情報が非表示になり、各回線上のすべてのアクティブな

コールの概要が表示されます。元の表示に戻るには、再び を

クリックします。
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別の番号へのコール転送

不在転送を使用すると、着信コールを Cisco IP Communicator から別の番号にリダイレクトできます。

（注） 不在転送の転送先の番号は、自席からダイヤルする場合と同じように入力します。たとえば、

必要に応じて 9 などの外線番号やエリア コードを入力します。

ヒント

• 従来のアナログ電話機または別の IP Phone にコールを転送できます。ただし、システム管理者が、
コール転送機能を社内の番号だけに制限している場合があります。

• この機能は、回線ごとに設定する必要があります。コール転送が有効ではない回線にコールが着信

すると、通常通り呼出音が鳴ります。

目的 操作

プライマリ回線上のコール転送を

設定する

［不在］をクリックし、転送先の電話番号を入力します。

プライマリ回線上のコール転送を

キャンセルする

［不在］をクリックします。

プライマリ回線上でコール転送が

有効であることを確認する

プライマリの電話番号の上にアイコン が表示されているこ

とを確認します。また、電話スクリーンの下部付近にあるステー

タス テキストに、コール転送の転送先番号が表示されているこ
とも確認します。

任意の回線のコール転送を設定ま

たはキャンセルする

ユーザ オプション Web ページにログインし、デバイス リストか
ら Cisco IP Communicator を選択して、メイン メニューから［す
べてのコールを別の番号に転送］を選択します。Cisco IP
Communicator の回線ごとにコール転送を設定またはキャンセル
できます。ログインの手順については、P. 88 の「ユーザ オプ
ション Web ページへのログイン」を参照してください。

コール転送がプライマリ回線以外で有効になっている場合、

Cisco IP Communicator にはコール転送の状態が表示されません。
その代わりとして、ユーザ オプション ページで設定を確認する
必要があります。
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関連項目

• コールへの応答（P. 39）

• 接続コールの転送（P. 43）

• 高度なコール処理（P. 46）

高度なコール処理

高度なコール処理作業には、特別な（非標準）機能が必要です。コール処理のニーズや作業環境に応

じてシステム管理者が設定することによって、Cisco IP Communicator でこのような機能を使用できるよ
うになります。デフォルトでは、このような機能にアクセスできません。

この項では、次のトピックについて取り上げます。

• パークされているコールの保存と取得（P. 46）

• 呼出音が鳴っているコールの Cisco IP Communicator へのリダイレクト（P. 47）

• 会議コールの使用方法（P. 48）

• 共有回線について（P. 52）

• 共有回線のコールへの参加（P. 52）

パークされているコールの保存と取得

コールをパークすると、コールを保存して、そのコールを自分または他のユーザが Cisco Unified
CallManager システム内の別の電話機（たとえば、同僚のデスクや会議室の電話機）で取得できます。
コール パークは特別な機能のため、システム管理者に設定を依頼します。

目的 操作

コール パークを使用してアクティ
ブなコールを保存する

コール中に、［パーク］をクリックします（必要に応じて、［次

ヘ］ソフトキーを先にクリックします）。Cisco IP Communicator
にコールが保存されます。電話スクリーンに表示されるコール

パーク番号をメモし、電話を切断します。

パークされたコールを取得する ネットワーク上の任意の Cisco IP Communicator または Cisco
Unified IP Phone からコール パーク番号を入力し、コールに接続
します。 
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（注） パークされたコールを取得できる時間は制限されています。制限時間を超えると、コールは元

の宛先に戻されます。制限時間については、システム管理者に問い合せてください。

関連項目

• 基本的なコール処理（P. 33）

• 保留と復帰の使用方法（P. 42）

• 接続コールの転送（P. 43）

呼出音が鳴っているコールの Cisco IP Communicator へのリダイレクト
コール ピックを使用して、同僚の電話機で呼出音が鳴っているコールを Cisco IP Communicator にリダ
イレクトし、そのコールに応答できます。コール ピックは特別な機能のため、コール処理のニーズや
作業環境に応じてシステム管理者に設定を依頼します。たとえば、コール処理の責任を同僚と共有し

ている場合に、この機能を使用できます。

関連項目

• 接続コールの転送（P. 43）

目的 操作

グループ内の別の内線で呼出音が

鳴っているコールに応答する

（利用可能な回線ボタン）をクリックし、［ピック］をクリッ

クします。自分の回線で呼出音が鳴ります。

グループ外の別の内線で呼出音が

鳴っているコールに応答する

（利用可能な回線ボタン）をクリックし、［G ピック］をク

リックします。システム管理者から通知されたコール グループ
ピックのコード番号を入力します。自分の回線で呼出音が鳴りま

す。



48 OL-7599-01-J

会議コールの使用方法

Cisco IP Communicator では、1 台の電話機の会話に 3 名以上の人々を参加させて、会議コールを作成で
きます。

サポートされる会議コールのタイプ

会議コールには、標準の会議と Meet-Me 会議の 2 種類があります。

標準の会議コール

標準（または「Ad Hoc」）の会議コールでは、会議の開催者が参加者にコールして会議に追加する必要
があります。Cisco IP Communicator を使用すると、必要性と Cisco IP Communicator の設定に応じて、次
に示す方法で標準の会議コールを作成できます。

• ［会議］：このソフトキーは、参加者それぞれにコールをかけることによって、標準の会議を開催す
るときに使用します。標準の会議コールは、ほとんどの電話機で利用可能なデフォルトの機能です。

• ［参加］：このソフトキーは、すでに 1 つの回線にある複数のコールの間で、標準の会議コールを開
催するときに使用します。

• ［C割込］：このソフトキーは、共有回線の既存のコールに自分を追加して、そのコールを標準の会
議コールに切り替えるときに使用します。これは共有回線だけで利用可能なオプション機能のた

め、システム管理者に設定を依頼する必要があります。詳細については、P. 52 の「共有回線につ
いて」を参照してください。

手順の詳細については、P. 49 の「標準の会議の開催と参加」を参照してください。

Meet-Me 会議コール

Meet-Me 会議では、会議の開催者が参加者にコールするまで待機するのではなく、参加者が会議番号を
直接コールすることで会議に参加できます。

Meet-Me 会議を開催するには、Cisco IP Communicator の［ミートミー］ソフトキーをクリックし、シス
テム管理者から提供された Meet-Me 電話番号をダイヤルします。

Meet-Me 会議に参加するには、指定の時間に Meet-Me 電話番号をダイヤルします。会議の開催者がダ
イヤルする前に会議の参加者が会議にコールすると、その参加者にはビジー音が聞こえます。会議の

開催者がダイヤルインすると、Meet-Me 会議が開催され、開催者が切断しても会議を継続できます。

Meet-Me 会議は特別な機能のため、システム管理者に設定を依頼する必要があります。
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標準の会議の開催と参加

標準の会議では、1 つのコールに 3 名以上のユーザが参加できます。次の表に詳細を示します。

目的 操作

参加者にコールを発信して標準の

会議コールを開催する

コールの接続中に［会議］をクリックし、通話相手を会議に追加

します（必要に応じて［次ヘ］ソフトキーをクリックして、［会

議］を表示します）。会議の参加者の電話番号を入力します。コー

ルが接続され、会議の参加者と話した後、再び［会議］をクリッ

クし、この通話者を会議に追加します。この手順を繰り返して、

参加者を追加していきます。

現在の発信者を標準の会議の参加

者として追加する

1 つの回線に 2 つ以上のコールがあるとき、その回線で任意の
コールをスクロールして強調表示し、［選択］をクリックします。

会議に追加するすべてのコールについて、それぞれ同じ処理を行

います。選択したコールのいずれかで、［参加］をクリックしま

す（必要に応じて［次ヘ］ソフトキーをクリックして、［参加］

を表示します）。アクティブなコールが選択され、会議に自動的

に追加されます。

標準の会議に参加する 呼出音が鳴ったら電話機に応答します。標準の会議コールに参加

する場合、特別な操作は何も必要ありません。

共有回線のコールに割り込み（自分

を追加）して、そのコールを標準の

会議コールに切り替える

共有回線でコール（リモートで使用中）を強調表示し、［C割込］
をクリックします（必要に応じて［次ヘ］ソフトキーをクリック

して、［C割込］を表示します）。コールの他の参加者に対して、
割り込み音が鳴ります。詳細については、P. 52 の「共有回線に
ついて」を参照してください。

会議の参加者のリストを表示する アクティブな会議を強調表示し、［参加者］をクリックします。

会議に参加した順序に従って、参加者がリストに表示されます。

最後に追加された参加者がリストの先頭になります。

会議の参加者のリストを更新する 会議の参加者のリストを表示している状態で、［更新］をクリッ

クします。

会議の開催者を確認する 会議のリストを表示している状態で、リストの末尾までスクロー

ルして、会議の開催者（名前の横にアスタリスク（*）の付いた
人物）を検索します。
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ヒント

• コールを標準の会議コールに追加する前に、それらのコールが同じ回線上にある必要があります。

コールが異なる回線上にある場合は、［会議］または［参加］を使用する前に、それらのコールを

1 つの回線に転送します。

• ［参加］を使用しようとしたとき、「参加者情報がありません」というエラー メッセージが表示さ
れた場合は、アクティブなコールのほかに少なくとも 1 つのコールを選択していることを確認して
ください（アクティブなコールは自動的に選択されます）。

• Cisco IP Communicator の設定内容によっては、会議を作成した後で切断すると、その会議が終了す
る場合があります。詳細については、上の表で最後の行を参照してください。

会議に最後に追加された参加者を

削除する

会議の参加者のリストで、先頭にある参加者の名前を強調表示

し、［削除］をクリックします。最後の参加者は常にリストの先

頭に表示されます。会議の参加者のリストを表示していない場合

は、［ドロップ］をクリックします。参加者を削除できるのは、

会議コールの開催者だけです。

会議の任意の参加者を削除する 参加者の名前を強調表示し、［削除］をクリックします。参加者

を削除できるのは、会議コールの開催者だけです。

標準の会議への参加を終了する 切断するか、または［終了］をクリックします。会議コールの開

催者ではない場合、切断しても他の参加者の接続は中断されませ

ん。

会議コールの開催者の場合、切断すると会議が終了する場合があ

ります（システム管理者が Cisco IP Communicator に設定した内
容によって異なります）。会議が終了しないようにするには、会

議を別の参加者に転送してから切断します。その後、その参加者

は会議の「仮想管理者」としての役目をします。仮想管理者は参

加者を追加または削除できません。ただし、会議は開催されたと

きの参加者で継続されます。

目的 操作
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Meet-Me 会議コールの開催または参加

Meet-Me 会議では、会議の開催者が参加者にコールするまで待機するのではなく、参加者が会議番号を
直接コールすることで会議に参加できます。詳細については、次の表を参照してください。

（注） この項で説明している機能は、ほとんどの電話システムで利用できる標準の会議コール機能で

す。Meet-Me 会議コールにもアクセスできる場合があります。Meet-Me 会議コールの設定は、
システム管理者に依頼する必要があります。

関連項目

• コールの発信（P. 34）

• 別の番号へのコール転送（P. 45）

目的 操作

Meet-Me 会議を開設する ［発信］をクリックするか、またはオフフックにします。次に、

［ミートミー］をクリックして、Meet-Me 会議番号をダイヤルし
ます（有効な番号のリストについては、システム管理者にお問い

合せください）。

参加者がダイヤルインできるように、会議番号を必ず参加者に通

知してください。開催者がダイヤルインする前に参加者が会議番

号をコールすると、その参加者にはビジー音が聞こえます。

Meet-Me 会議に参加する 会議の開催者から提供された Meet-Me 会議番号をダイヤルしま
す。会議の開催者がダイヤルインした後に限り、会議に接続され

ます。

Meet-Me 会議を終了する 切断するか、または［終了］をクリックします。
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共有回線について

システム管理者によって「共有」回線が割り当てられていることがあります。通常、共有回線には次

の 2 種類の用途があります。

• 共有回線を 1 人で複数の電話機に割り当てる場合：たとえば、内線番号 23456 の共有回線が Cisco
IP Communicator と自席の電話機に適用されるとします。この場合、内線番号 23456 への着信コー
ルにより、Cisco IP Communicator と自席の電話機の呼出音が鳴り、どちらの電話機でもコールに応
答できます。 

• 複数のユーザが 1 つの回線を共有する場合：たとえば、マネージャがアシスタントと回線および内
線番号を共有しているとします。その内線への着信コールにより、マネージャとアシスタントの両

方の電話機の呼出音が鳴ります。アシスタントがコールに応答した場合、割り込みと呼ばれる共有

回線機能を使用して、接続されているコールに参加できます（割り込みの詳細については、P. 52
の「共有回線のコールへの参加」を参照してください）。

共有回線を使用できるかどうかは、システム管理者から通知されます。割り込みなどの共有回線機能

は、標準の非共有回線には適用されません。

共有回線のコールへの参加

共有回線を使用する場合、割り込みを使用して、開始済みの会話に参加できます。割り込みを使用す

ると、他の通話者にビープ音が聞こえ、自分が参加することが通知されます。電話を切断すると、残

りの通話者には切断音が聞こえ、元のコールが続行します。割り込みは、共有回線だけに適用されます。

ヒント

• 割り込んだコールが保留、転送、または会議コールに変わると、そのコールから切断されます。

• 割り込みをかけたコールで通話しているときに、2 つ目の回線に応答することはできません。 

• メインの背景スクリーンに戻るには、コールがアクティブである間に をクリックします。すべ

てのアクティブなコールの概要が表示されます。

関連項目

• 基本的なコール処理（P. 33）

• 共有回線について（P. 52）

目的 操作

共有回線上で進行中のコールに参

加する

電話スクリーンでコールを選択し、［割り込み］をクリックしま

す（必要に応じて、［次ヘ］ソフトキーを先にクリックします）。

会議への割り込みを終了する 電話を切断します。
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Cisco IP Communicator の設定の
カスタマイズ

この項では、次のトピックについて取り上げます。

• 設定の概要（P. 53）

• コールの音量調節（P. 54）

• 呼出音およびメッセージ インジケータのカスタマイズ（P. 55）

• 電話スクリーンのカスタマイズ（P. 56）

• 短縮ダイヤル ボタンの設定（P. 57）

• 設定の表示とカスタマイズ（P. 59）

設定の概要

Cisco IP Communicator の設定について、次の情報を参考にしてください。

• ほとんどの設定には、メニューから［設定］を選択してアクセスできます。メニューにアクセスす

るには、ウィンドウ制御ボタンバーのメニュー アイコンをクリックするか、またはインターフェ
イス上の任意の位置で右クリックします。P. 59 の「設定の表示とカスタマイズ」を参照してくだ
さい。

• 呼出音と背景イメージの設定には、  >［ユーザ設定］からアクセスできます。P. 55 の「呼出
音およびメッセージ インジケータのカスタマイズ」を参照してください。

• ほとんどの設定を IP Communicator で行えますが、一部の設定についてはユーザ オプション Web
ページからオンラインでアクセスする必要があります。詳細については、P. 88 の「ユーザ オプショ
ン Web ページへのログイン」を参照してください。

• が反応しない場合、システム管理者が電話機でこのボタンを無効に設定している可能性が

あります。詳細については、システム管理者に問い合せてください。
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コールの音量調節
.

ヒント

• 現在アクティブなオーディオ モードの音量だけを調節できます。たとえば、スピーカフォン モー
ドの使用中に音量を上げても、ヘッドセット モードの音量には影響しません。

• 音量を調節した後その変更を保存しないと、次回そのオーディオ モードを使用するときに、音量
が前回保存したレベルに戻ります。

• 選択したオーディオ デバイスで直接音量を調節（たとえば、コンピュータのボリューム コントロー
ルを調節）すると、次回 Cisco IP Communicator を起動するときに［オーディオ設定の確認］ウィ
ンドウが表示されることがあります。P. 10 の「オーディオ調整ウィザードの使用方法」を参照し
てください。

目的 操作

コール中の音量レベルを調節する コール中またはダイヤル トーンを鳴らした後に、
をクリックするか、キーボードで Page Up キーま

たは Page Down キーを押します。変更後の音量を現在アクティ
ブなオーディオ モードのデフォルト レベルとして保存するに
は、［保存］をクリックします。

コンピュータのボリューム コントロールまたはオーディオ デバ
イスで利用できるボリューム コントロールを使用して、音量レ
ベルを調節することもできます（この方法の詳細については、次

のヒントを参照してください）。

呼出音の音量レベルを調節する Cisco IP Communicator がオンフック状態のとき（コールもダイヤ
ル トーンもアクティブではないとき）に をクリッ

クします。設定した呼出音の音量が自動的に保存されます。
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呼出音およびメッセージ インジケータのカスタマイズ
着信コールまたは新しいボイスメール メッセージの存在を Cisco IP Communicator で示す方法を、回線
ごとにカスタマイズできます。呼出音や他のインジケータをカスタマイズすると、複数の回線を簡単

に区別できます。たとえば、回線 1 の着信コールに対して鳥の鳴き声、回線 2 の着信コールに対して
ドラムビートを選択できます。

.

関連項目

• コールの音量調節（P. 54）

• 電話スクリーンのカスタマイズ（P. 56）

目的 操作

呼出音を変更する  >［ユーザ設定］>［呼出音］を選択し、電話回線または
デフォルトの呼出音設定を選択します。呼出音の種類を選択し、

そのサンプルを再生します。目的の呼出音を選択したら、［選択］

および［保存］をクリックします。呼出音をデフォルト設定に戻

すには、［デフォルト］をクリックします。

呼出音のパターン（点滅のみ、一度

だけ鳴らす、ビープ音のみなど）を

変更する

ユーザ オプション Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［電話の呼び出し音設定を変更］を選
択します。P. 88 の「ユーザ オプション Web ページへのログイ
ン」を参照してください。

ボイス メッセージ インジケータの
動作を変更する

ユーザ オプション Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［電話のメッセージ受信のランプポリ
シーを変更］を選択します。通常、デフォルトのポリシーに従っ

て、新しいボイス メッセージを受信するとインジケータは「常
時点灯」となります。

メッセージ ウェイティング インジケータの位置に注意してくだ
さい。

• デフォルト モード（右クリック >［スキン］>［デフォルト
モード］）を使用している場合、インジケータはインターフェ

イスの左側にある細長いランプです。

• コンパクト モード（右クリック >［スキン］>［コンパクト
モード］）を使用している場合、インジケータは回線ボタン

の横の点滅する封筒アイコンです。 
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電話スクリーンのカスタマイズ

電話スクリーンで使用する言語と背景イメージを変更できます。

関連項目

• 呼出音およびメッセージ インジケータのカスタマイズ（P. 55）

• ユーザ オプション Web ページへのログイン（P. 88）

目的 操作

背景イメージを変更する  >［ユーザ設定］>［背景イメージ］を選択します。背景
の表示を確認する場合は、目的の画像の左にあるボタンをクリッ

クし、［プレビュー］をクリックします。選択メニューに戻るに

は、［終了］をクリックします。選択した画像を使用する場合は

［保存］をクリックします。［キャンセル］をクリックすると、前

回保存したときの設定に戻ります。 

電話スクリーンの言語を変更する ユーザ オプション Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［この電話のロケールを変更］を選択
します。
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短縮ダイヤル ボタンの設定
短縮ダイヤル機能を使用すると、ボタンをクリックするか、またはインデックス コードを入力するこ
とにより、コールを発信できます。

電話機に短縮ダイヤルを設定するには、次のいずれかの方法を実行します。

• 短縮ダイヤルをボタンに割り当てる：IP Communicator の利用可能なプログラマブル ボタン（回線、
機能、またはサービス ボタンとしてまだ設定されていない）に、短縮ダイヤル番号を割り当てる
ことができます。

• 短縮ダイヤルをインデックス コードに割り当てる：電話番号を完全にダイヤルしなくても、固定
短縮ダイヤル機能を使用して、割り当てられたインデックス番号（1 ～ 99）を入力できます。

次の表に示すように、いずれのタイプの短縮ダイヤル機能も ユーザ オプション Web ページで設定しま
す。ユーザ オプション Web ページの詳細については、P. 88 の「ユーザ オプション Web ページへのロ
グイン」を参照してください。

目的 操作

短縮ダイヤル番号を電話機のボタ

ンに追加する

ユーザ オプション Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［短縮ダイヤルの追加または更新］を
選択します。

［電話の短縮ダイヤル設定］セクションで、利用可能な短縮ダイ

ヤル ボタンごとに電話番号とラベルを入力します。自席からダ
イヤルする場合とまったく同じように、電話番号を入力します。

たとえば、必要に応じて 9 などの外線番号やエリア コードを入
力します。 

入力したラベルは、電話スクリーンの短縮ダイヤル ボタンの横
に表示されます。

固定短縮ダイヤル機能で使用する

短縮ダイヤル番号を追加する

ユーザ オプション Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［短縮ダイヤルの追加または更新］を
選択します。

［電話機のボタンに割り当てられていない短縮ダイヤル設定］の

セクションで、利用可能な短縮ダイヤル ボタンごとに電話番号
とラベルを入力します。自分の電話機からダイヤルする場合と

まったく同じように、電話番号を入力します。たとえば、必要に

応じて 9 などの外線番号やエリア コードを入力します。 

短縮ダイヤル番号を削除する 短縮ダイヤルのいずれかの Web ページから、電話番号とラベル
を削除します。
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ヒント

• 短縮ダイヤル機能を使用してコールを開始する方法については、P. 34 の「コールの発信」を参照
してください。

• システム管理者は Cisco IP Communicator に短縮ダイヤル ボタンを割り当てることができます。ま
た、個人設定できる短縮ダイヤル ボタンの数を制限することもできます。

関連項目

• 基本的なコール処理（P. 33）

• ユーザ オプション Web ページへのログイン（P. 88）
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設定の表示とカスタマイズ

ほとんどの Cisco IP Communicator の設定には、［設定］ダイアログボックスのウィンドウからアクセス
できます。［設定］にアクセスするには、Alt+Sキーボード ショートカットを入力、メニュー ボタンを
クリック、または Cisco IP Communicator 上で右クリックして［設定］を選択します。

次のトピックでは、［設定］ダイアログボックスのウィンドウについて説明します。

• ユーザ設定（P. 59）

• ネットワーク設定（P. 61）

• オーディオ設定（P. 63）

• ディレクトリ設定（P. 72）

ユーザ設定

ユーザの設定ウィンドウにアクセスするには、Alt+S >［ユーザ］、メニュー >［設定］>［ユーザ］、ま
たは右クリック >［設定］>［ユーザ］を選択します。

1 2 3

45
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# 項目 説明 関連情報の参照先

1 ユーザ情報領域 Cisco Unified CallManager ユーザ名とパスワー
ドを入力して、次の機能にアクセスします。

• ユーザ オプション Web ページおよび電話
サービス

• 個人アドレス帳（クイック検索機能から）

Cisco Unified CallManager ユーザ名とパスワー
ドが分からない場合は、システム管理者に問

い合せてください。

• クイック検索機能の

使用方法（P. 85）

• ユーザ オプション 
Web ページへのログ
イン（P. 88）

2 ［ロギングを有効にす

る］チェックボックス

有効にすると、システム管理者がトラブル

シューティングのために詳細な Cisco IP
Communicator ログを取得できるようになりま
す。

システム管理者からこの設定を有効にするよ

うに要求されることがあります。

Cisco IP Communicator の
トラブルシューティング

（P. 90）

3 最小化して隠す この機能が有効のときに、ユーザがアプリ

ケーションを最小化した場合、Cisco IP
Communicator はツールバー ボタンとして表
示されず、システム アイコン トレイに表示
されます。アプリケーションを元に戻すに

は、システム トレイ内のアイコンをダブル
クリックします。

コールへの応答（P. 39）

4 アクティブコール時

に一番前にする

この機能が有効の場合、着信コールを受信

すると、アプリケーションがその他すべて

のアプリケーションの前面に表示されま

す。無効の場合、着信コールを受信しても、

アプリケーションは一番前には表示されま

せん。着信コールのインジケータは、呼出

音と着信通知ポップアップ ウィンドウのみ
となります。

コールへの応答（P. 39）

5 着信通知を隠す この機能が有効の場合、コールを受信して

も、着信通知はポップアップされません。 
コールへの応答（P. 39）
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関連項目

• 設定の概要（P. 53）

• ネットワーク設定（P. 61）

• オーディオ設定（P. 63）

• ディレクトリ設定（P. 72）

ネットワーク設定

ネットワークの設定ウィンドウにアクセスするには、Alt+S >［ネットワーク］、または右クリック >
［設定］>［ネットワーク］を選択します。

1 2 3
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（注） 上の図は、ネットワーク設定の一例です。

関連項目

• 設定の概要（P. 53）

• オーディオ設定（P. 63）

• ディレクトリ設定（P. 72）

# 項目 説明 関連情報の参照先

1 ネットワークアダプ

タを使用して、デバイ

ス名を生成

インストール直後に確定するこの設定によって、

Cisco IP Communicator がネットワークに識別され
ます。この設定は、音声の転送には使用されませ

ん。そのため、選択したネットワーク アダプタを
削除または無効にする場合を除き、確定後にこの

設定を変更する必要はありません。変更する場合

は、新しいアダプタを選択する前に、システム管

理者に問い合せてください。

複数のアダプタがあり、Cisco IP Communicator の
インストール直後に 1 つのアダプタを選択するよ
う要求された場合は、永続的な接続を提供する可

能性の最も高いアダプタ、または常に有効である

アダプタを選択します（装着されていない場合も

同様）。システム管理者から、どのアダプタを選

択すべきか指示されます。

設定作業と登録作業

（P. 12）

2 このデバイス名を使

用

このオプションを使用すると、ユーザは、Cisco IP
Communicator をネットワークに識別させるため
に使用する自由形式のデバイス名を入力するこ

ともできます。このデバイス名は、ユーザの設定

済みデバイス名と一致する必要があります。入力

するデバイス名については、システム管理者から

通知される場合があります。 

設定作業と登録作業

（P. 12）

3 TFTPサーバ領域 TFTP サーバを指定、またはデフォルトの TFTP
サーバに戻す場合に使用します。この設定を変更

する必要があるかどうかは、システム管理者から

指示されます。

設定作業と登録作業

（P. 12）
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オーディオ設定

オーディオの設定ウィンドウにアクセスするには、Alt+S >［オーディオ］、メニュー >［設定］>［オー
ディオ］、または右クリック >［設定］>［オーディオ］を選択します。

# 項目 説明 関連情報の参照先

1 オーディオモード領

域

デバイスをオーディオ モードに割り当てま
す。各オーディオ モードに関連付けられてい
るドロップダウン メニューに、現在利用可能
なオーディオ デバイスが表示されます。

Cisco IP Communicator の起動前に取り付けた
デバイスに応じて、利用可能なオーディオ デ
バイスとして次のデバイスが表示されること

があります。

• USB 受話器

• スピーカフォン

• USB ヘッドセット

• オーディオ デバイス
の取り付け（P. 6）

• オーディオ モードに
ついて（P. 65）

• ヘッドセットおよび

他のオーディオ デバ
イ ス の 使 用 方 法

（P. 73）

1 2 3

45
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（注） 上の図は、オーディオ設定の一例です。

関連項目

• オーディオ モードについて（P. 65）

• ネットワーク オーディオ設定（P. 68）

• 詳細オーディオ設定（P. 69）

2 呼出音のデバイス デバイスを呼出音に割り当てます。 オーディオ デバイスの取
り付け（P. 6）

3 ネットワーク ボタン ［ネットワークオーディオ設定］ウィンドウを

開きます。

ネットワーク オーディオ
設定（P. 68）

4 詳細ボタン ［詳細オーディオ設定］ウィンドウを開きま

す。

詳細オーディオ設定

（P. 69）

5 ［低帯域幅のための最

適化］チェックボック

ス

リモート接続（たとえば、自宅やホテルから

の VPN 接続）で Cisco IP Communicator を使用
している場合は、帯域幅が十分でないために

音質が低下することがあります。リモート接

続で Cisco IP Communicator を使用している場
合は、［低帯域幅のための最適化］機能を有効

にすると、音声が不自然に聞こえるなどの問

題を防止できます。

この機能を有効にするには、

Cisco IP Communicator インターフェイス上で
右クリックし、［設定］>［オーディオ］を選
択します。

低帯域幅を使用している場合は、オーディオ

フィルタを適用して音質を上げることもでき

ます。

• 詳細オーディオ設定

（P. 69）

• Cisco IP 
Communicator のトラ
ブルシューティング

（P. 90）

# 項目 説明 関連情報の参照先
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オーディオ モードについて

Cisco IP Communicator で使用する各オーディオ デバイスは、オーディオ モードに割り当てる必要があ
ります。

• 受話器モード

• ヘッドセット モード

• スピーカフォン モード

着信コールを知らせる呼出音にも、デバイスを割り当てる必要があります。

オーディオ モードを選択すると、音声の入出力に使用するオーディオ デバイスを Cisco IP
Communicator が識別します。

Cisco IP Communicator を初めて起動するときに、［オーディオ調整ウィザード］を使用してオーディオ
デバイスをオーディオ モードに割り当てることができます。2 回目以降の起動では、Cisco IP
Communicator 上で右クリックし、［設定］>［オーディオ］を選択することにより、オーディオ デバイ
スをモードに割り当てることができます。

ヒント アナログ オーディオ デバイスおよび USB オーディオ デバイスについては、P. 6 の「オー
ディオ デバイスの取り付け」を参照してください。

オーディオ モードの選択に関するヒント

デフォルトでは、すべてのオーディオ モードと呼出音に同じオーディオ デバイスが選択されています。
このデバイスは、たとえばサウンド カードです。利用可能なオーディオ デバイスが複数ある場合は、
追加の設定オプションがあります。たとえば、USB ヘッドセットを取り付けている場合は、ヘッドセッ
ト モードにその USB ヘッドセットを選択し、 をクリックしてアクティブにすることができます。

デフォルトの設定をそのまま使用することも、カスタマイズすることもできます。設定をカスタマイ

ズする場合は、次の推奨事項に従ってください。

• USB 受話器を使用する場合は、USB 受話器を受話器モードに割り当てます。

• USB ヘッドセットを使用する場合は、USB ヘッドセットをヘッドセット モードに割り当てます。 

• USB スピーカフォンを使用する場合は、USB スピーカフォンをヘッドセット モードに割り当てま
す。

• アナログ ヘッドセットを使用する場合は、コンピュータのサウンド カードをヘッドセット モード
に割り当てます。

• スピーカフォン モードとしてコンピュータのサウンド カードを選択します。



66 OL-7599-01-J

• コールの着信を知らせるデバイスに呼出音を割り当てます。ただし、サウンド カードに呼出音を
割り当てて、コンピュータにアナログ ヘッドセットのプラグを差し込むと、ヘッドセットを着用
しない限り呼出音が聞こえないことに注意してください。

オーディオ モードをアクティブにする方法

• ヘッドセット モードをアクティブにするには、 をクリックします。スピーカフォン モードをア
クティブにするには、 をクリックします。この操作により、各モードで選択したどのデバイスで

もアクティブになります。

• デフォルトでは、ソフトキー、回線ボタン、および短縮ダイヤル ボタンをクリックすると、スピー
カフォン モードがアクティブになります（USB 受話器が有効でない限り）。ヘッドセット モード
をデフォルトのモードにする場合は、 をクリックし、［終了］をクリックします。 が点灯して

いる間は、USB 受話器が有効でない限り、ヘッドセット モードがデフォルトのオーディオ モード
として機能します。

• 受話器モードをアクティブにするには、USB 受話器でオフフックにします（このデバイスが利用
可能で、受話器モードに割り当てられている場合）。USB 受話器でオフフックにする方法は、受話
器の設計によって異なります。必要に応じて、フックスイッチまたは「オン」ボタンを押します。

• コールが着信すると、呼出音がアクティブになります。

ヒント 詳細については、P. 73 の「ヘッドセットおよび他のオーディオ デバイスの使用方法」を
参照してください。

オーディオ モード メニューでのオーディオ デバイスの表示

オーディオ モード メニューは、1 つまたは複数のオーディオ デバイスを含むドロップダウン メニュー
です（右クリック >［設定］>［オーディオ］）。ここでは、このメニューに表示される項目について説
明します。

• Cisco IP Communicator の起動時に 1 つのオーディオ デバイスしか取り付けられていない場合は、各
メニューに 1 つのオーディオ デバイスが表示されます。

• 取り付けられているすべてのオーディオ デバイスがオーディオ モード メニューに表示されるわけ
ではありません。表示されるデバイスは、ドライバを必要とするデバイス（USB 受話器、USB ヘッ
ドセット、およびサウンド カード）です。

• コンピュータのオーディオ ジャックにプラグを差し込むアナログ オーディオ デバイスは、オー
ディオ モード メニューに表示されません。Cisco IP Communicator は、アナログ オーディオ デバイ
スとサウンド カードを区別しません。アナログ デバイスを選択するには、サウンド カードを選択
します（アナログ オーディオ デバイスの取り付けまたは識別については、P. 6 の「オーディオ デ
バイスの取り付け」を参照してください）。
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• 取り付けた USB オーディオ デバイスまたはサウンド カードがメニューに表示されない場合は、そ
のデバイスが装着されていることを確認し、Cisco IP Communicator を再起動します。
Cisco IP Communicator は、アプリケーションの起動時に取り付け（プラグの差し込み）が完了して
いるオーディオ デバイスだけを認識します（USB オーディオ デバイスの取り付けまたは識別につ
いては、P. 6 の「オーディオ デバイスの取り付け」を参照してください）。

関連項目

• オーディオ調整ウィザードの使用方法（P. 10）

• 設定の表示とカスタマイズ（P. 59）

• オーディオ デバイスの取り外しと再取り付け（P. 79）
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ネットワーク オーディオ設定

ネットワークオーディオの設定ウィンドウにアクセスするには、Alt+S >［オーディオ］>［ネットワー
ク］または右クリック >［設定］>［オーディオ］>［ネットワーク］を選択します。

（注） 上の図は、ネットワーク オーディオ設定の一例です。

関連項目

• オーディオ設定（P. 63）

• 詳細オーディオ設定（P. 69）

• Cisco IP Communicator のトラブルシューティング（P. 90）

# 項目 説明

1 オーディオ IPアドレス領域 この領域のデフォルト設定は、「自動検出」です。システム

管理者から指示されない限り、この設定を変更しないでくだ

さい。

2 オーディオのポート範囲領域 この領域のデフォルト設定は、「デフォルトのポート範囲を

使用」です。システム管理者から指示されない限り、この設

定を変更しないでください。

1 2
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詳細オーディオ設定

詳細オーディイオ設定のウィンドウにアクセスするには、Alt+S >［オーディオ］>［詳細］、または右
クリック >［設定］>［オーディオ］>［詳細］を選択します。

# 項目 説明 関連情報の参照先

1 モード メニュー 特に 1 つのオーディオ モードに［発信］フィ
ルタまたは［受信］フィルタを適用する場合

は、このメニューを使用します。

• オーディオ モードに
ついて（P. 65）

• ヘッドセットおよび

他のオーディオ デバ
イスの使用方法

（P. 73）

1 2 3

4567
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2 フィルタ

• 発信

• 受信

［発信］フィルタを適用すると、自分の声を変

えることができます。［受信］フィルタを適用

すると、通話相手の声を変えることができま

す。

通常は、低帯域幅を有効にして（［設定］>
［オーディオ］）VPN 接続で Cisco IP
Communicator を使用していない限り、フィル
タを「なし」に設定します。低帯域幅を有効

にしている場合は、フィルタを適用すると、自

分の声または通話相手の声がはっきりと自然

に聞こえます。

コール中にフィルタを適用して試すことがで

きます。［発信］フィルタの効果を評価するに

は、通話相手に自分の声がどのように聞こえ

るかを確認します。

• オーディオ設定

（P. 63）

• Cisco IP 
Communicator のトラ
ブルシューティング

（P. 90）

3 ［音量制限］チェック

ボックス

社内ネットワーク以外からのコールが社内

ネットワークからのコールよりも常に大きく

聞こえる場合は、システム管理者からこの機

能を有効にするように指示されることがあり

ます。

• オーディオ調整ウィ

ザードの使用方法

（P. 10）

• コールの音量調節

（P. 54）

• Cisco IP 
Communicator のトラ
ブルシューティング

（P. 90）

4 OK ボタン 選択したオーディオ モードだけにフィルタ設
定を適用します。

オーディオ モードについ
て（P. 65）

5 ［すべてに適用］ボタ

ン

すべてのオーディオ モードにフィルタ設定を
適用します。

オーディオ モードについ
て（P. 65）

6 ［無音を抑制］チェッ

クボックス

ネットワーク管理者から指示されない限り、

［無音を抑制］を無効にしないでください。 

# 項目 説明 関連情報の参照先
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関連項目

• オーディオ設定（P. 63）

• ネットワーク オーディオ設定（P. 68）

7 音声の品質と

パフォーマンス領域

特定のオーディオ デバイス セット（USB
ヘッドセット、USB 受話器、またはサウン
ド カード）に最適な待ち時間の設定をテス
トするには、ドロップダウン リストの遅延
設定についてデバイスをテストします。 

• 最高（遅延小）

• 大変よい（遅延中）

• よい（遅延大）

テスト コールを発信し、音声の品質が発信側
および受信側で良好であることを確認しま

す。音声が歪む、欠落する、または機械的な

音になる場合は、リストの次の項目を選択し

て、前の手順を繰り返します。

• オーディオ調整ウィ

ザードの使用方法

（P. 10）

# 項目 説明 関連情報の参照先
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ディレクトリ設定

ディレクトリの設定ウィンドウにアクセスするには、Alt+S >［ディレクトリ］、または右クリック >
［設定］>［ディレクトリ］を選択します。

クイック検索機能を使用して社内ディレクトリを検索する前に、必要に応じて［設定］ダイアログボッ

クスの［ディレクトリ］ウィンドウにユーザ名とパスワードを入力します。まず、この情報を入力せ

ずにクイック検索を使用します。クイック検索が応答しない場合は、自分のディレクトリ用のユーザ

名とパスワードをシステム管理者に問い合せて、ここに入力します。 

また、クイック検索を使用して個人アドレス帳を検索する場合は、このウィンドウにディレクトリの

ユーザ名とパスワードを指定する必要があります。詳細については、P. 85 の「クイック検索機能の使
用方法」を参照してください。

関連項目

• 設定の概要（P. 53）

• ユーザ設定（P. 59）

• オーディオ設定（P. 63）

• クイック検索用のパスワード情報の入力（P. 85）
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ヘッドセットおよび他のオーディオ
デバイスの使用方法

この章では、Cisco IP Communicator のオーディオ モード（受話器モード、ヘッドセット モード、スピー
カフォン モード）で、受話器、ヘッドセット、コンピュータのスピーカやマイクロフォンなど、オー
ディオ デバイスを使用する方法について説明します。 

この項では、次のトピックについて取り上げます。

• ヘッドセットの使用方法（P. 74）

• スピーカフォンとしてのコンピュータの使用方法（P. 77）

• USB 受話器の使用方法（P. 78）

• オーディオ デバイスの取り外しと再取り付け（P. 79）

• オーディオ デバイスの取得（P. 80）
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ヘッドセットの使用方法

Cisco IP Communicator では、USB ヘッドセットまたはアナログ ヘッドセットを使用できます。

• USB ヘッドセットには、コンピュータの USB ポートに接続する平らな長方形のプラグが付属して
います。 

• アナログ ヘッドセットには、コンピュータのオーディオ ジャックに接続する丸いプラグが付属し
ています。

アナログ ヘッドセットは、コンピュータのサウンド カードと連携して動作するため、デバイス ド
ライバは不要です。
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次の表に詳細を示します。

状況 操作

ヘッドセットを使用してコールを

発信および受信する

がアクティブで（点灯しており）、Cisco IP Communicator が
ヘッドセット モードで動作することを確認します。 をクリッ

ク、またはキーボード ショートカット Ctrl+H を入力して、ヘッ
ドセット モードのオン /オフを切り替えることができます。

ヘッドセットをプライマリ オーディオ デバイスとして使用する
場合は、 ではなく［終了］をクリックして電話を切断し、コー

ルの終了後も を点灯させておくことができます。 が点灯

していない場合、Cisco IP Communicator はデフォルトのオーディ
オ モードとしてスピーカフォン モードを使用します。

Cisco IP Communicator は、アクティブなモードを介して音声を
ルーティングすることにより、ソフトキー、短縮ダイヤル ボタ
ン、およびその他の機能に反応します。 

ヘッドセットは、 や など、Cisco IP Communicator
上のコントロールすべてと連動して使用できます。

（注） アナログ ヘッドセットはスピーカフォン モードでも動
作しますが、ヘッドセット モードで使用すると音質を
向上させることができます。

オーディオ デバイスとしてアナロ
グ ヘッドセットだけを使用する

上記のガイドラインに従います。また、ヘッドセットのプラグが

コンピュータに差し込まれている場合は、呼出音がヘッドセット

スピーカだけから聞こえることに注意してください。電話の呼出

音を聞くには、ヘッドセットを着用している必要があります。 

ヘッドセットで自動応答を使用す

る

［終了］をクリックして電話を切り、 をアクティブな（点灯し

た）ままにします（必要に応じて、 を先にクリックします）。

が点灯している場合、Cisco IP Communicator はヘッドセット
モードで動作します。

コール中にヘッドセットに切り替

える

をクリックするか、またはキーボード ショートカット
Ctrl+H を入力します。切り替える前に USB 受話器を使用してい
た場合は、USB 受話器をオフにするか、受け台に置くことがで
きます。
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ヒント 自動応答は特別な機能のため、大量の着信コールを受信、または他のユーザの代わりに

コールを処理する場合は、システム管理者に設定を依頼します。自動応答が有効な場合、

Cisco IP Communicator は自動的にコールに応答し、設定に応じてスピーカフォン モードま
たはヘッドセット モードを介してそのコールをルーティングします。

関連項目

• 基本的なコール処理（P. 33）

• オーディオ モードについて（P. 65）

• スピーカフォンとしてのコンピュータの使用方法（P. 77）
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スピーカフォンとしてのコンピュータの使用方法

コンピュータのサウンド カードを使用して、スピーカフォン モードでコールを発信および受信できま
す。次の表に詳細を示します。

目的 操作

コンピュータをスピーカフォンの

ように使用して、コールを発信およ

び受信する

が点灯しており、Cisco IP Communicator がスピーカフォン
モードで動作することを確認します。他のモードとは異なり、ス

ピーカフォン モードにはエコー消去機能が用意されています。
をクリック、またはキーボード ショートカット Ctrl+P を入

力して、スピーカフォン モードのオン / オフを切り替えること
ができます。

デフォルトでは、スピーカフォン モードがアクティブになって
います。つまり、短縮ダイヤル ボタンやソフトキーの使用など、
コールの発信や応答のために実行する多くのアクションにより、

スピーカフォン モードが自動的に開始されます。 

（注） コンピュータにアナログ ヘッドセットのプラグが差し
込まれている場合、スピーカフォン モードではコン
ピュータのスピーカから音声が聞こえません。

コール中にスピーカフォンに切り

替える

をクリック、またはキーボード ショートカット Ctrl+P を入
力します。切り替える前に受話器を使用していた場合は、受話器

をオフにするか、受け台に置きます。 

コンピュータのスピーカを、着信

コールを知らせる呼出音として使

用する

呼出音モードにサウンド カードが割り当てられていること、お
よびコンピュータのスピーカをミュートにしていないことを確

認します。また、アナログ ヘッドセットのプラグをコンピュー
タに差し込んでいる場合、呼出音はヘッドセット スピーカから
しか聞こえません。 

スピーカフォン モードで自動応答
を使用する

または をクリックして、コールの発信、応答、終了、回

線の開閉、または他のオーディオ デバイスからスピーカフォン
モードへの切り替えを行います。デフォルトではスピーカフォン

モードがアクティブであるため、ヘッドセット モードの場合の
ように対応するボタンを点灯したままにしておく必要はありま

せん。

（自動応答は非標準の機能のため、システム管理者に設定を依頼

します。）
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関連項目

• 基本的なコール処理（P. 33）

• オーディオ モードについて（P. 65）

• ヘッドセットの使用方法（P. 74）

• USB 受話器の使用方法（P. 78）

USB 受話器の使用方法
Cisco IP Communicator では、USB 受話器を使用できます。次の表に詳細を示します。 

（注） USB 受話器を受話器モードに割り当てる必要があります。この設定により、受話器がオンフッ
ク状態であるかオフフック状態であるかを Cisco IP Communicator が認識します。たとえば、
USB受話器を受け台に置くことによってコールを終了できます。この割り当ての詳細につい
ては、P. 65 の「オーディオ モードについて」を参照してください。

関連項目

• オーディオ デバイスの取り付け（P. 6）

• 基本的なコール処理（P. 33）

• ヘッドセットの使用方法（P. 74）

• スピーカフォンとしてのコンピュータの使用方法（P. 77）

• オーディオ デバイスの取り外しと再取り付け（P. 79）

目的 操作

受話器を使用してコールを発信ま

たは終了する

USB 受話器を有効または無効にします。多くの受話器には、フッ
クスイッチまたはオン / オフ ボタンがついています。受話器を
「オフフック」にするには、受話器を取り上げるか有効にします。

USB 受話器は、 や など、Cisco IP Communicator
上のコントロールすべてと連動して使用できます。

コール中に受話器に切り替える 受話器を取り上げます（または有効にします）。 
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オーディオ デバイスの取り外しと再取り付け
ラップトップで Cisco IP Communicator を使用する場合は、場所を移動するため、オーディオ デバイス
を取り外して再び取り付けることがあります。オーディオ デバイスを再び取り付けて使用する方法に
ついて、次の表に詳細を示します。

ヒント

• Cisco IP Communicator は、起動のたびに、前回のセッション中に使用したオーディオ デバイスが
取り付けられているかどうかを確認します。デバイスが検出されない場合、Cisco IP Communicator
は、そのデバイスを再び取り付けるように要求します。

• デバイス ドライバが必要なオーディオ デバイス（USB 受話器、USB ヘッドセット、またはサウン
ド カード）を Cisco IP Communicator の起動後に取り付けても、Cisco IP Communicator は再起動ま
でそのデバイスを認識しません。

• リモート接続で Cisco IP Communicator を使用している場合は、Cisco IP Communicator を起動する前
に VPN 接続を確立します。

関連項目

• オーディオ デバイスの取り付け（P. 6）

• オーディオ調整ウィザードの使用方法（P. 10）

目的 操作

以前に調整した USB 受話器、USB
ヘッドセット、またはサウンド

カードを再び取り付ける

1. Cisco IP Communicator が動作していないときに、オーディオ
デバイスを取り付けます（たとえば、USB 受話器のプラグ
を差し込みます）。 

2. Cisco IP Communicator を起動します。

3. 取り付けたデバイスを選択し、必要に応じて調整します
（［オーディオ調整ウィザード］に手動でアクセスするには、

Cisco IP Communicator インターフェイス上で右クリックし、
［設定］>［オーディオ］を選択します）。 

4. 必要に応じて、デバイスを適切なオーディオ モードに割り
当てます。P. 65 の「オーディオ モードについて」を参照し
てください。
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オーディオ デバイスの取得
システム管理者からオーディオ デバイスを提供されることがあります。オーディオ デバイスを購入す
る場合は、サポートされているデバイスの最新のリストについてシステム管理者に問い合せてくださ

い。 
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ボイス メッセージ、履歴、および
ディレクトリの使用方法

この項では、次のトピックについて取り上げます。

• ボイス メッセージへのアクセス（P. 82）

• 履歴およびディレクトリの使用方法（P. 83）

• クイック検索機能の使用方法（P. 85）
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ボイス メッセージへのアクセス
電話システムが使用するボイス メッセージ サービスは、会社によって決まります。このサービスの詳
細については、付属のマニュアルを参照してください。ボイス メッセージ サービス機能の一般的な概
要については、次の表を参照してください。

目的 操作

ボイス メッセージ サービスを設定
し、カスタマイズする

をクリックし、音声ガイドに従います。タッチスクリー

ンにメニューが表示された場合は、該当するメニュー項目を選択

します。 

新しいボイス メッセージの着信を
確認する

IP Communicator で次のインジケータを確認します。

• デフォルト スキン上の赤いランプの点灯 

• 電話スクリーン上の点滅する封筒のアイコン またはテキ

スト メッセージ

ボイス メッセージを聞く、または
ボイス メッセージ メニューにアク
セスする

をクリックします。このボタンを押すと、メッセージ サー
ビスに自動ダイヤルされるか、または電話スクリーンにメニュー

が表示されます。この動作は、お使いのボイス メッセージ サー
ビスによって異なります。

ボイス メッセージ システムにコー
ルを送信する

［即転送］をクリックします。即転送機能により、コール（呼び

出し中または保留状態のコールを含む）がボイス メッセージ シ
ステムに自動転送されます。発信者はボイス メッセージの内容
を聞いて、メッセージを残すことができます。
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履歴およびディレクトリの使用方法

Cisco IP Communicator は、コールに関する不在履歴、発信履歴、および着信履歴を管理します。ディレ
クトリボタンを使用すると、これらの履歴にアクセスできます。また、利用可能な場合は、社内ディ

レクトリにアクセスすることもできます。

目的 操作

履歴を表示する  >［不在履歴］、［発信履歴］、または［着信履歴］を選択
します。それぞれのログに最大 100 件のレコードを保存できま
す。

履歴からダイヤルする リストの項目を選択して、オフフックにします。レコードに表示

された電話番号を編集（プレフィックスの追加や削除など）する

必要がある場合は、［編集］を押します。次に、<< または >> を
押して、数値を消去、またはカーソルを移動します。

コールがアクティブなときに履歴からダイヤルする場合は、コー

ルのレコードまでスクロールして［ダイヤル］をクリックする

か、またはキーボードの Enter キーを押します。次に、元のコー
ルを処理するメニュー項目を次のいずれかから選択します。

• ［保留］：最初のコールを保留にして、2 番目のコールをダイ
ヤルします。

• ［転送］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送し、自分
のコールを終了します（操作を完了するには、ダイヤルした

後で［転送］をもう一度押します）。

• ［会議］：自分とすべての通話相手との間で会議コールを作成
します（操作を完了するには、ダイヤルした後で［会議］を

もう一度押します）。

• ［終了］：最初のコールを切断して、2 番目のコールをダイヤ
ルします。

履歴を削除する を選択してから、［クリア］を押します。この操作により、

不在履歴、発信履歴、および着信履歴が削除されます。
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（注） ネットワークがシャットダウン、またはリセットされると、履歴情報が消失する場合がありま

す。

社内ディレクトリからダイヤルす

る

 >［シャナイディレクトリ］を選択します（名前は異な
る場合があります）。キーボードで文字を入力して、リストを検

索します。名前の一部でも検索できます。リストからダイヤルす

るには、その項目をクリックしてオフフックにします。

コールがアクティブなときにディレクトリからダイヤルする場

合は、リストまでスクロールして［ダイヤル］をクリックしま

す。次に、元のコールを処理するメニュー項目を次のいずれかか

ら選択します。

• ［保留］：最初のコールを保留にして、2 番目のコールをダイ
ヤルします。

• ［転送］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送し、自分
のコールを終了します（操作を完了するには、ダイヤルした

後で［転送］をもう一度押します）。

• ［会議］：自分とすべての通話相手との間で会議コールを作成
します（操作を完了するには、ダイヤルした後で［会議］を

もう一度押します）。

• ［終了］：最初のコールを切断して、2 番目のコールをダイヤ
ルします。

目的 操作
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クイック検索機能の使用方法

クイック検索機能を使用すると、1 つの検索コマンドで、1 つまたは複数のディレクトリを検索できま
す。検索できるディレクトリは、複数の社内ディレクトリや個人アドレス帳ですが、システム管理者

がクイック検索機能をどのように設定しているかによって異なります。

クイック検索機能にアクセスするには、Cisco IP Communicator 上で右クリックして［クイック検索］を
選択、またはキーボード ショートカット（Alt+K）を入力します。

［クイック検索］ウィンドウで名前または内線番号を入力し、［クイックダイヤル］または［検索］を

クリックします。

• ［クイックダイヤル］：検索で 1 つのエントリが一致した場合、自動的にダイヤルします（この場合
も、コールを発信するには、［ダイヤル］ソフトキーをクリックする必要があります）。検索で複数

のエントリが一致した場合、それらのエントリが表示されます。

• ［検索］：番号を自動的にダイヤルせずに、検索結果を表示します。

検索結果からコールを発信するには、［クイック検索］ウィンドウでリスト項目をクリックし、Cisco IP
Communicator 上の［ダイヤル］ソフトキーをクリックします。

詳細については、P. 85 の「クイック検索用のパスワード情報の入力」を参照してください。

クイック検索用のパスワード情報の入力

クイック検索機能の使用方法に応じて、ユーザ名やパスワードなどの認証情報の入力が必要となる場

合があります。

社内ディレクトリの検索

個人アドレス帳サービスを使用せず、クイック検索機能を使用して社内ディレクトリだけで同僚を検

索する場合は、設定手順が不要な場合があります。右クリック メニューから［クイック検索］を選択、
または Alt+K を入力することにより、これをテストします。

• ［クイック検索］が開く場合は、何も設定する必要はありません。 

• ［クイック検索］が開かない場合は、［設定］ダイアログボックスの［ディレクトリ］ウィンドウ
（右クリック >［設定］>［ディレクトリ］）で、ユーザ名とパスワードを入力する必要があります。
入力する値については、システム管理者に問い合せてください。
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個人アドレス帳の検索

個人アドレス帳（PAB）サービスを使用する場合は、クイック検索で最初に PAB を、次に社内ディレ
クトリを検索できます。ただし、クイック検索が PAB にアクセスするには、次の条件を満たしている
必要があります。

• システム管理者により、クイック検索が個人ディレクトリと統合するように設定されている。

• Cisco Unified CallManager ユーザ オプション Web ページから PAB サービスに登録している。

• ［ユーザ］ウィンドウ（［設定］>［ユーザ］）に Cisco Unified CallManager ユーザ名が表示される。

• ディレクトリ用のユーザ名とパスワード（［設定］>［ディレクトリ］）を入力した。

その他の検索方法

クイック検索以外の検索方法を使用する場合は、次の手順を実行します。

• 社内ディレクトリを検索するには、  >［シャナイディレクトリ］（正確な名前は異なる場合
があります）を選択します。 

• 個人アドレス帳を検索するには、  > PAB service（正確な名前は異なる場合があります）を
選択します。

検索情報を入力し、［検索］をクリックします。

関連項目

• Cisco IP Communicator を使用したコール処理（P. 33）

• Cisco IP Communicator の設定のカスタマイズ（P. 53）

• 履歴およびディレクトリの使用方法（P. 83）

• ユーザ オプション Web ページへのログイン（P. 88）



Cisco IP Communicator 電話ガイド Release 2.0 87

ユーザ オプション Web ページへの
アクセス

Cisco IP Communicator はネットワーク デバイスのため、社内の他のネットワーク デバイスと情報を共
有することができます。この中には、自分のコンピュータやそこから Web ブラウザを使用してアクセ
スできる Web ベースのサービスも含まれます。

Cisco Unified CallManager ユーザ オプション Web ページを使用すると、コンピュータで電話機サービス
の設定と、設定や機能の制御を行うことができます。Web ページで機能とサービスを設定しておくと、
電話機でアクセスできるようになります。

（注） ユーザ オプション Web ページにアクセスするには、最初に、［設定］ページの［ユーザ］領
域でユーザ名とパスワードを入力する必要があります。ユーザ名フィールドとパスワード

フィールドにアクセスするには、Alt+S >［ユーザ］、メニュー >［設定］>［ユーザ］、または
右クリック >［設定］>［ユーザ］を選択します。詳細については、P. 23 の「メニューの使用
方法」を参照してください。 

たとえば、Web ページで短縮ダイヤル ボタンを設定すると、電話機でアクセスできるようになります。

この項では、ユーザ オプション Web ページへのアクセス方法と、電話機サービスへの登録方法につい
て説明します。設定可能な機能と、登録可能な電話機サービスの詳細については、『Web での Cisco
Unified IP Phone のカスタマイズ』を参照してください。このガイドは次の URL から入手できます。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

この章は、次の項で構成されています。

• ユーザ オプション Web ページへのログイン（P. 88）

• 電話サービスへの登録（P. 89）

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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ユーザ オプション Web ページへのログイン

手順

ステップ 1 メニュー ボタンをクリックするか、Cisco IP Communicator インターフェイス上で右クリッ
クし、［ユーザ オプション］を選択します。

ステップ 2 システム管理者から提供されたユーザ ID とデフォルト パスワードを入力します。

ステップ 3 一般メニューのデバイスを選択するドロップダウン リストから、デバイス タイプを選択
します。

選択後、そのデバイス タイプに適切なオプションを含む文脈依存メニューが表示されま
す（リストに該当のデバイス タイプが表示されない場合は、システム管理者に問い合せ
てください）。 
関連情報については、P. 89 の「電話サービスへの登録」を参照してください。

ユーザ オプション ページをナビゲートするためのヒント

• メニュー ページからデバイスを選択すると、すべてのオプションが表示されます。

• 変更を適用して保存するには、［アップデート］をクリックします。

• 文脈依存メニューに戻るには、［メニューに戻る］をクリックします。

• ［ユーザ］ページを終了するには、［ログオフ］をクリックします。
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電話サービスへの登録

Cisco IP Communicator で登録制電話サービスにアクセスするには、ユーザ オプション Web ページから
サービスに登録する必要があります（ログインについては、P. 88 の「ユーザ オプション Web ページへ
のログイン」を参照してください）。

サービスには、次のようなものがあります。

• 株価、映画のリスト、天気予報などの Web ベースの情報

• 社内予定表や検索可能なディレクトリなどのネットワーク データ

• My Fast Dials や個人アドレス帳などの電話機能

利用可能なサービスは、システム管理者によって決定されます。

次の表に詳細を示します。

目的 ログインし、デバイス タイプを選択した後の操作

サービスに登録する メイン メニューから、［Cisco Unified IP Phone サービスの設定］を選択
します。［使用可能なサービス］ドロップダウン リストからサービスを
選択し、［続行］をクリックします。要求に応じてさらに情報を入力し

（郵便番号や PIN など）、［登録］をクリックします。

登録内容を変更、または登録

解除する

メイン メニューから、［Cisco Unified IP Phone サービスの設定］を選択
します。［登録されているサービス］パネルで、サービスをクリックし

ます。変更を加えた後［アップデート］をクリックするか、または［登

録解除］をクリックします。

サービスをプログラマブル

ボタン に追加する

サービスを登録した後、メイン メニューから［サービス URLボタンの
追加または更新］を選択します。利用可能なボタンごとに、ドロップ

ダウン リストからサービスを選択し、説明のテキストを入力します。
変更が終わったら、［更新］をクリックします。サービスに利用可能な

プログラマブルボタンの数は、システム管理者が決定します。また、電

話機へのサービスボタンの割り当ても、システム管理者が行う場合が

あります。

Cisco IP Communicator の
サービスにアクセスする 

Cisco IP Communicator で をクリックします。この操作によって、

登録したサービス、またはシステム管理者が割り当てたサービスを使

用できます。

電話機サービスの使用方法

を確認する

『Web での Cisco Unified IP Phone のカスタマイズ』を参照してください。
このガイドは次の URL から入手できます。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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Cisco IP Communicator のトラブル
シューティング

この項では、次のトピックについて取り上げます。

• 一般的な問題のトラブルシューティング（P. 90）

• 音質の問題（P. 94）

（注） Cisco IP Communicator で問題が発生した場合は、トラブルシューティングのために Error
Reporting ツールを実行して関連データを取得できます。［スタート］>［すべてのプログラム］
> Cisco IP Communicator を選択します。システム管理者にファイルを送信できるように、Error
Reporting ツールがデータを保存する場所をメモします。 

一般的な問題のトラブルシューティング

次の表は、Cisco IP Communicator で発生する可能性のある一般的な問題のトラブルシューティングに役
立ちます。

（注） Microsoft Windows 2000 を実行しているコンピュータで Cisco IP Communicator を使用している
場合は、［オーディオ調整ウィザード］を使用して現在アクティブなオーディオ デバイスのマ
イクロフォン レベルを調整することはできません。通話中でないとき、および別のアプリケー
ションがオーディオ デバイスを使用していないときを選んで調整してください（Windows XP
ユーザはこの処理は必要ありません）。
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問題 対応策 詳細情報の参照先

初めての起動後、内線番号

が表示されず、ステータス

行に［登録］と表示される

必要に応じて、TFTP サーバを選択したことを
確認します。TFTP アドレスが必要な場合は、
システム管理者からそのアドレスが提供され

ます。

リモート ユーザの場合は、Cisco IP 
Communicator を起動する前にネットワーク
接続を確立したことを確認します。

• 設定作業と登録作業

（P. 12）

• ネットワーク設定

（P. 61）

起動後、

Cisco IP Communicator が
ネットワーク アダプタを
検出できず、ネットワーク

アダプタを再び装着する

ように要求する

可能な場合は、検出されないネットワーク イ
ンターフェイス デバイスを取り替えます（た
とえば、ワイヤレス カードや USB イーサネッ
ト アダプタを取り替えます）。

ラップトップ上で Cisco IP Communicator を初
めて起動したときにそのラップトップがドッ

キング ステーションに接続されていた場合
は、ドッキングを試して、問題が解決される

かどうか確認します。解決される場合は、シ

ステム管理者に問い合せて、ドッキング ス
テーションが接続されていない状態で Cisco
IP Communicator が動作するようにデバイス
名を設定します。

選択したネットワーク アダプタを削除また
は無効にした場合は、新しいアダプタを選択

する前にシステム管理者に問い合せます。

• 設定作業と登録作業

（P. 12）

• ネットワーク設定

（P. 61）

オーディオ モードのド
ロップダウン メニュー
に、使用するオーディオ

デバイスが表示されない

デバイスが USB 受話器、USB ヘッドセット、
またはサウンド カードである場合は、デバイ
スが正しく取り付けられていることを確認し

てから、Cisco IP Communicator を再起動しま
す（起動後に取り付けたデバイスは、次回の

起動まで認識されません）。

デバイスがアナログ デバイスである場合、ア
ナログ デバイスはサウンド カードの延長で
あるため、オーディオ モードに表示されませ
ん。代わりに、サウンド カードを選択します。 

• オーディオ デバイス
の取り付け（P. 6）

• オーディオ モードに
ついて（P. 65）

• オーディオ デバイス
の取り外しと再取り

付け（P. 79）
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起動後、

Cisco IP Communicator に
内線番号が表示されない、

または間違った内線番号

が表示される

システム管理者に問い合せてください。 

間違ったネットワーク アダプタを選択した
可能性があります。複数のアダプタがあり、

Cisco IP Communicator のインストール直後に
1 つのアダプタを選択するよう要求された場
合は、永続的な接続を提供する可能性の最も

高いアダプタ、または常に有効であるアダプ

タを選択します（装着されていない場合で

も）。システム管理者から、どのアダプタを選

択すべきか指示されます。

ネットワーク アダプタの設定により、
Cisco IP Communicator がネットワークに識別
されることに注意してください。この設定は、

音声の転送には使用されません。そのため、

選択したネットワーク アダプタを削除また
は無効にする場合を除き、確定後にこの設定

を変更しないでください。変更する場合は、

新しいアダプタを選択する前に、システム管

理者に問い合せてください。

• 設定作業と登録作業

（P. 12）

• ネットワーク設定

（P. 61）

クイック検索を起動して

も、何も実行されない

右クリック >［設定］>［ディレクトリ］を選
択し、ユーザ名とパスワードを入力します（使

用するユーザ名とパスワードは、ネットワー

ク管理者から提供されます）。

クイック検索機能を使用して個人アドレス帳

を検索する場合は、右クリック >［設定］>
［ユーザ］を選択し、ユーザ名を入力すること

も必要です。

• ディレクトリ設定

（P. 72）

• クイック検索機能の

使用方法（P. 85）

問題 対応策 詳細情報の参照先
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関連項目

• オーディオ調整ウィザードの使用方法（P. 10）

• 設定の概要（P. 53）

• 音質の問題（P. 94）

電話の呼出音が聞こえな

い、または聞こえにくい

アクティブなコールがないときに Cisco IP
Communicator インターフェイス上で

をクリックして、呼出音の音量

を調節します。

USB 受話器を使用する場合は、呼出音を鳴ら
すデバイス（リンガー）として USB 受話器を
選択しないでください。通常、リンガーには

サウンド カードを選択する必要があります。

呼出音モードにサウンド カードが選択され
ており、ヘッドセットのプラグがコンピュー

タのオーディオ ジャックに差し込まれてい
る場合は、アナログ ヘッドセットを着用しな
いと呼出音は聞こえません。

• オーディオ デバイス
の取り付け（P. 6）

• オーディオ モードに
ついて（P. 65）

問題 対応策 詳細情報の参照先
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音質の問題

次の表は、Cisco IP Communicator で発生する可能性のある音質の問題のトラブルシューティングに役立
ちます。 

（注） Microsoft Windows 2000 を実行しているコンピュータで Cisco IP Communicator を使用している
場合は、［オーディオ調整ウィザード］を使用して現在アクティブなオーディオ デバイスのマ
イクロフォン レベルを調整することはできません。通話中でないとき、および別のアプリケー
ションがオーディオ デバイスを使用していないときを選んで調整してください（Windows XP
ユーザはこの処理は必要ありません）。

始める前に

トラブルシューティングの表を使用する前に、次の点に注意してください。

• 音量に関連する問題の場合は、まず Cisco IP Communicator インターフェイスで をク

リックして音量を調節します。

• 何人か他の人に電話して、問題の原因が Cisco IP Communicator にあるのか、通話相手の電話機に
あるのか確認します。問題が通話相手の電話機にあると思われる場合は、Cisco IP Communicator イ
ンターフェイスで音量を調節し、［オーディオ調整ウィザード］を使用して設定を修正するのは避

けます（この修正が広い範囲に適用されない可能性があるため）。

（注） トラブルシューティングに使用する詳細情報を取得するため、システム管理者からロギングを

有効にするように要求されることがあります。ロギングを有効にするには、Alt+S >［ユーザ］、
メニュー >［設定］>［ユーザ］、または右クリック >［設定］>［ユーザ］を選択し、［ロギン
グを有効にする］をクリックします。システム管理者にファイルを送信できるように、Error
Ｒeporting ツールがデータを保存する場所をメモします。

音量レベルに問題が生じた場合は、次のガイドラインに従います。

• 最初に、［オーディオ調整ウィザード］で、マスター音量スライダを調整します。この設定は、音

声を再生するすべてのアプリケーションに影響するため、他のアプリケーション（Microsoft
Windows Media Player や RealPlayer など）について設定をテストし、音量が適切であることを確認
します。

• マスター音量を調整したら、［オーディオ調整ウィザード］で、Wave 音量スライダを通話に適し
た音量に調整します。
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• 音量設定を Microsoft Windows から変更した場合は、［オーディオ調整ウィザード］を再度実行し、
マスターおよび Wave 音量設定を再調整します（次のガイドラインに従います）。 

問題 対応策

通話相手の声が大きすぎる •  をクリックして音量を調節してみます。

• ［オーディオ調整ウィザード］を起動して、現在のオーディ
オ デバイスのスピーカ音量を調節します。 

通話相手から、声が大きすぎると言

われる

• ヘッドセットを使用している場合は、マイクロフォンのブー

ムを口からあごの方に少し移動します。

• これで問題が解決しない場合は、［オーディオ調整ウィザー

ド］を起動して、現在のオーディオ デバイスのマイクロフォ
ンの音量を下げます。 

• それでも通話相手に聞こえる声が大きすぎる場合は、マイク

ロフォンブースト機能を無効にします（そのデバイスに対し

てこの機能が有効である場合）。この操作は、［オーディオ調

整ウィザード］で実行します。

通話相手の声が小さすぎる • をクリックして音量を調節します。

• ［オーディオ調整ウィザード］を起動して、現在のオーディ
オ デバイスのスピーカ音量を調節します。

通話相手から、声が小さすぎると言

われる

• ヘッドセットを使用している場合は、Cisco IP Communicator
がスピーカフォン モードではなくヘッドセット モードで動
作していることを確認します。 が点灯している場合は、

ヘッドセット モードで動作しています。点灯していない場
合は、クリックします。

• ヘッドセットを使用している場合は、マイクロフォンのブー

ムが適切な位置にあることを確認します。

• これで問題が解決しない場合は、［オーディオ調整ウィザー

ド］を起動して、現在のオーディオ デバイスのマイクロフォ
ンの音量を上げます。独自のボリューム アジャスタを備え
たオーディオ デバイス（ワイヤー上にボリューム コント
ロールを持つ USB ヘッドセットなど）の場合は、調整する
前に、デバイス本体の音量レベルを最大値に設定します。

• それでも声が小さすぎる場合は、［オーディオ調整ウィザー

ド］でそのオーディオ デバイスのマイクロフォンブースト
機能を有効にします。
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通話相手の声がこもっている • Cisco IP Communicator をリモートで使用しており、［低帯域
幅のための最適化］機能（［設定］>［オーディオ］）を有効
にしている場合は、［受信］オーディオ フィルタを適用しま
す。P. 63 の「オーディオ設定」を参照してください。

• Cisco IP Communicator をリモート接続で使用していない場
合は、低帯域幅オプションを無効にします。 

• 可能な場合は、通話相手にマイクロフォンの音量を下げても

らいます。 

通話相手から、声がこもっていると

言われる

• ［オーディオ調整ウィザード］を起動して、現在のオーディ
オ デバイスのマイクロフォンの音量を調節します。

• ［低帯域幅のための最適化］機能（［設定］>［オーディオ］）
を有効にしている場合は、［発信］フィルタを適用し、自分

の声がどのように聞こえるかを確認します。オーディオ

フィルタの適用については、P. 69 の「詳細オーディオ設定」
を参照してください。低帯域幅の機能については、P. 63 の
「オーディオ設定」を参照してください。 

• Cisco IP Communicator をリモート接続で使用していない場
合は、低帯域幅オプションを無効にします。 

通話相手の声が遠い、または不自然

である

• ヘッドセットを使用している場合は、Cisco IP Communicator
がスピーカフォン モードではなくヘッドセット モードで動
作していることを確認します。（ ボタンが点灯している必

要があります）。

• 低帯域幅で使用するためにオーディオ フィルタを有効にし
ている場合は、無効にしてみます (（［設定］>［オーディオ］
>［詳細］）。

通話相手から、声が遠いまたは不自

然であると言われる

［低帯域幅のための最適化］機能（［設定］>［オーディオ］）を有
効にしている場合は、［発信］フィルタを適用し、自分の声がど

のように聞こえるかを確認します。 

オーディオ フィルタの適用については、P. 69 の「詳細オーディ
オ設定」を参照してください。低帯域幅の機能については、P. 63
の「オーディオ設定」を参照してください。 

問題 対応策
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通話相手の声に途切れやジッタが

生じる

• 不要なアプリケーションをすべて閉じます。アプリケーショ

ンを起動してネットワークに負荷のかかるタスク（電子メー

ル送信など）を実行すると、音質が低下する可能性がありま

す。

• スピーカフォンを使用していないことを確認します。

• 別のオーディオ設定を選択する場合は、［設定］>［オーディ
オ］>［詳細］に移動して、［音声の品質］設定を変更します。

• リモート接続（たとえば、自宅やホテルからの VPN 接続）
で Cisco IP Communicator を使用している場合は、帯域幅が
十分でないために音質が低下していることが考えられます。

Cisco IP Communicator インターフェイス上で右クリックし、
［設定］>［オーディオ］を選択して、［低帯域幅のための最
適化］機能を有効にします。

• サウンド カードおよびオーディオ デバイスが正しく取り付
けられていることを確認します。

（注） ネットワークで輻輳やデータ トラフィックの問題が発
生している場合は、時々ポンという音やカチッという音

が聞こえたり、音声が途切れることがあります。

エコーが聞こえる • 可能な場合は、通話相手にマイクロフォンまたはスピーカの

音量を下げてもらいます。

• 通話相手がスピーカフォン モードで Cisco IP Communicator
を使用している場合は、通話相手に ボタンが点灯してい

ることを確認してもらいます。

• サウンドカードがマイクロフォンからスピーカに音声を

フィードバックしていないことを確認します。次の手順を実

行します。

1. システム トレイにあるマイクロフォンのアイコン上で右
クリックし、［ボリューム コントロールを開く］を選択しま
す。

2.［オプション］>［プロパティ］>［再生］を選択し、ウィ
ンドウの下部にあるすべてのチェックボックスがオンであ

ることを確認してから、［OK］をクリックします。

3.［ボリューム コントロール］ウィンドウの［マイク］列
で、［ミュート］が選択されていることを確認します。

問題 対応策
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関連項目

• オーディオ調整ウィザードの使用方法（P. 10）

• 設定の概要（P. 53）

• 一般的な問題のトラブルシューティング（P. 90）

通話相手にエコーが聞こえる • ［オーディオ調整ウィザード］を起動して、現在のオーディ
オ デバイスのマイクロフォンの音量を下げます。

• コンピュータをスピーカフォンとして使用している場合は、

ボタンを点灯したままにします。

• 最後の手段として、オーディオ デバイスを変更します。

通話相手に自分の声がまったく聞

こえない（ただし、通話相手の声は

聞こえる）

• ヘッドセットのワイヤー上または USB 受話器上のコント
ロールからミュートを有効にしていないかどうか確認しま

す。 

• スピーカおよびマイクロフォンのプラグがコンピュータの

正しいオーディオ ジャックに差し込まれていることを確認
します。

• サウンド レコーダや他のソフトウェアベースの電話など、
別のアプリケーションがマイクロフォンを使用していない

ことを確認します。

通話相手には自分の声が聞こえる

が、自分には何も音声が聞こえない

スピーカおよびマイクロフォンのプラグがコンピュータの正し

いオーディオ ジャックに差し込まれていることを確認します。

同時に話すことができない • 全二重のサウンド カードを使用していることを確認しま

す。

• スピーカフォン モードになっていないことを確認します。 

音声が何も聞こえず、ダイヤル

トーンも聞こえない

• ドッキング ステーションを使用しており、オーディオ デバ
イスのプラグがドッキング ステーションに差し込まれてい
る場合は、コンピュータもドッキング ステーションに接続
されていることを確認します。 

• Cisco IP Communicator を再起動します。

問題 対応策
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